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の 見解で ある こ VJ を斷 つて 置く 0 
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がける 猶太 人 


'雨紀 前 一四' 00 年， 主马二 00 年の 間 じ、 メ ソボタ ミアょり パン スタイン じ 漂着した る 遊牧の セム 
^ を 起源と する 猶太 人？^、 I で柯阳 の-頃 お网 じ波來 した かじ 就いてはみ 明で ない けれで も、 一 〇 六 六 
ょ b 1 〇 八と 年 じ まふ を ウィリアム、 卽ちク ィブ アム ー 化のを 世 じ； ン 、カ ユン 等の 化歐は 
がの 論 ホから 大 f 艰 したる をな て 略 矢 ミす るかく である 〇 ’ 

: にが づ^は、 猶太 人は 比較の じ 順境 じ 罹 かれて ゐ ねので 闽 王の 直 賴 人民た る 特殊の 地位 じ 
化り、 彼等の 中必 地は 倫を であつ たが、 おじ ブリス ト 瓜、 ノ ー クィ ッチ、 リンコ 少ン 、オック スフ * I 
ド、 カン タ ベリ ー、 ベリ ー •セント 'ユ ド マンズ 等の 都 ボじも 特殊 部落た る ダット ( Ghetto ) 卽ち满 太 
人 隔を與 へられ、 カスト ー ズ ( custod 法) ど稱 する 特 をの 役人の 監督 下に 置かれた ので ある 0 
當 時は ホ だ 一般 じを 融 なる ものが 充 をに 理解され てゐ ない 時化では あつたが、 彼等 猶太 人は 優れた 
るを 融家 であら、 又 資本 おで あつて、 网 王が 彼难を 御用を 贷 しごして 利用した ので、 彼等 じは 「圃王 
のを 贷 し」 ( Kings 、 usurers ) の 名が あつた。 

アリ スト ブレスの r 貨幣は 子を 生まず」 なじ 路加 傅 第 六窜第 S 十五 節の 「汝等 化を 愛し、 また 善を 
爲 し、 何を も遵 まずして 貸し 輿へ よ」 のを 義 はを 督敎 徒の み 遵守すべき もの ミせられ、 社 宵 的 じ谱視 
せらる る賴太 人は 異敎徒 じを を贷 して 利子を 徵 する こ •ともを 敎的じ 許を せられて ゐ たので ある 0 
おし 乍ら 一ニ ニ 五 年 じへ ンブ 1 1 世が 沒し てからは、 猶太 人は 次第 じ 巧が 課 ホの 對象 ィ」 なわ、 スブ 
フアンの 如きを が ど 猶太 人より 巧 取し、 加 ふる じ 一一 四 四 年より 一一 八 九 年 じかけ ては 反 猶太 騒疲も 


If ■' け； 




頻镜 しわので ぁつた 0 、 

あじ プランタ デネット 統の ヘン リ ー ニ世は 一一 八と 年 じ 猶太 人の 所 おじ 係る 商品の のみの 一を 獻納 
せしめ、 續いてブチャードも絕ぇやあ害の舉じ巧で、 ジ ョ ン及び へ ン ブ11二世も亦同様でみつた0 
當 時の 猶太 人の が 政狀 おを 觀る じ、 一一 八と 年の 調査 じ 化れば、 猶太 人 所 あの 動を は 一般 英闽 人の 
と 十 お 碌じ對 し 二十 四 萬 破で ぁつて、 大略 一二 かの 一を 所 あし、 义闽 壬の 歲 入は 總额二 萬 五 千 巧 じ 上ら 
なかつ たが、 巧の 內 S 千磅は 猶太 人のを 擔 しねる ものである ど 云 はれて ゐる〇 

なじな 直を 要する ことは、 猶太 人じ對 する 攻勢を 强 化する 時は 勢ひ网 王の 收乂 減を 招 巧す る爲 、隱 
然 猶太 人を が 護すべき そぶ じ 到達した こ VJ である 〇例 へば リチャ ー ドが 彼等 じ おして 執つ ね 所の 方策 
を觀 る-/」、 王は お 太 人の 債權 及憤豁 力まは 所を 地、 家-唐、 地 化 等を 總て嚴 重 じ登錄 せしめ、 闽 王の 巧 
をす る 都 巧な 外 じがて は 絶對じ 取引 や寶買 契約を 許さず、 而 して 指を 都巿じ 於て は 巧 巧の 登記 役人を 
原き、 彼等の 訴訟は 何れも 特別法 じ 依つてが 決する こ し、 斯< て 猶太 人は み體 、助を 共じ顿 王の 
監督 下 じ おかれ、 お 太 人は 己が 財 巧じ對 しても 權 利を あせず、 闕 王の 耍ホゐ る 場合は 之を 拒絕 する こ 
*」 が 不可能 どなつ たので ぁる 〇 けれ*々」 も； r 面、 がの 巧 償 ごして 放逐、 殺戮 等の 化ょり 逃れる こ S が 旧 
來た〇 

然るじ彼の ー ニ六二年じ巧はれたる、 へ ンブ！ーニ世ご典お等-との間の所調 「巧爵戰ず」 の際じは、 
猶太 人は 篆徒じ 化る 盤柴 やお 殺 じ 遇 遇し、 降つて 一二 九 〇 年 十一月 一日 じは、 神學を トマス •ァ クィ 
ナス 等の 徵利 犯罪 論 おのま 義 じを きが 太 人のを 錢的 おを 嚴禁 しつ、 ぁつ， た ユドヮ I ド ー世は、 當时巧 
はれた 巧が 削 6 取ち のせ 勉は 正しくが 义人 である， として 彼等を 王阅 から あかす る じ まつた 0 


然し 乍ら 質 際は、 おましつ、 あつた 闕王 のが 政を 彼等ょ b のな あ 物 じがつ て 補 はんごした こご、 放 
じ 旣じ网 王が 王 地 巧は 動 巧を お當艺 して 夕额の 負 倍が あつた こど じ 因を 發 する ものである ご 云 はれて 
居る 〇 然し 彼等 斌太 人を 搶て 去る こ-この 抵 失は 甚だ 大 でぁつ て 紙 太 人 放逐の 結 あは 却つ て英 國經濟 ホ 
を 不振なら しめた やぅで ある 0 、 

右のを あじ 遭つ た 猶太 人は 無 藤 一巧 六 千 お 百 人 じ 速し、 爾後 ク n ムウ ュ 瓜' の 時化に まる 迄 猶太 人は 
王 岡 じあ 住する こ VJ を禁 かられる こ VJS なつた 〇 尤も】 巧 一 0 年 じは 傭 蘭 西の 猶太 人臀師 某は 祕 かに 
英國じ 波 ホし、 ニケが 間 開業して 忍た 艺も巧 へられて 居る 0 

所が 第 十六 世が じは、 前萄 牙の マラ ノ又 (猶太 人 じして ぶ督敎 じな をした 者) が到來 し、 チュ ー ド 八 
家の ュドヮ ー ド 六 世 及び ュ リザベス —— がの 侍 醫は一 五 化 四 年 じ 巧 刑じ處 せられた 猶太 人ロ デリ ゴ* 
り ペッツで めつ た —— の お 化 じは、 倫を にも ブリスト^ じ も 猶太 人の 祕密 結社が 現 はれた とる はれ、 
又一六〇八年じ、 スチュァ1卜家のジェームス ー世じ依つて巧び放逐されたのでぁる〇 

巧くて 气， シャ I じがれば、. ーヶ年 二割の 利子を 徵收 し、 第 十と 世が 前半 じ 於て すら 質 じ英闕 商業 
の 十」 一み の 一を 經 祭して 居た ミを はれる 猶太 人 も、 實は 1 1 1 二 五 年 0 ホは をく 悲增釉 じ 追ひ达 まれた 
ので ぁつたが、 一六 四 お 年、 ク n ムウ H ^ が チャ I ^ スー おを 破つ てからは 一般 じ 御 太 人の 商業 上の 
を带 性が 認識 せらる る じ まり、 內亂 と淸敎 徒の' 蜂起 等は 一祿ク P ムウ ユ^ をして 猶太 人 じが 威を 抱か 
しめる こご ごなら、 終 じ 彼は ァム スブ八 ダムの 網太敎 會の需 めじ 應 じ、 一六 五 五 年、 メナ ツセ •ベン • 
ィスラ ユ^を ァム スブ八 ダムょ b お致し、 ホヮィト ホ ー ^ じ 於け る 會議の 結果は、 なじ 猶太 人の 英岡 
巧 移 化を 認 がし、 一六 およ 年 じは 倫を じ 最初の が 太を あが 開設せられ 、裳 地の 貸 巧 も 巧 はれ、 王化が 


巧， 

古の 俄 も 英闽じ 到 ホす る斌太 入は 漸く 增 加した ので ぁる 0 

一六 六 〇 年 チャ—^ ス ニ世 じょる 王政 復 あの 後、 涧太 人の 地位は 確認せられ、 多数の ァ シユグ ナジ 
ム (獨逸 及 化 佛頗西 系 猶太 人) は感を 追ぅ で來 6、 倫を じ 集を を 開設、 第 十八 世紀 じは 地方 都 巿じも 
同様 じ 開設 せられる こ VJW なつた 〇 然し 他方では 一 船 民衆の 反 威 も ぁつて 一と お 己年 じは 猶太 人歸化 
條 例が 撤廢 された ので ぁるが、 か 然英阅 じがけ る 猶太 人の 境遇は をが でぁり、 結 她も講 を じ 化つ て認 
めら れ 、大陸 じ 於け るが 如き 致命的な 制 厭ら な < 、一と 六 〇 年 じは 加を 陀 への あ 化のを も 開かれね 0 
倫な の ブ .リ ー メ ー ソン 結社の 如きは 一と 一と 年の 創立々」 云 はれて 居る が、 最初は 猶太 人の 加入は 禁 
せられ、 一と 八 〇 年に まつで 彼等の 加入が 許された と 云 はれて 居 も 〇 

彼の 備大 なる 巧 か 家 ソロモン •ド •メディナ 卿、 チムプ ソン •ダ デォン、 ゴ ー 术 ドス ミツ ド 兄弟、 ネザ 
ン •メイ ャ l * p スチャ イグド 等は 共 じ 英國じ 於け る 猶太 人の 社 曾の 開放 や、 をの 生を じ 於け る 重要な 
役割を 演じた 0 

义 一八 二 化 年 じは 猶太 人を 政治的 じ 開放せ しめん ごする 運 励が 越り、 化の 目的を あする 法案は 巧院 
を 通過し なかつ たけれ でも、 叢て 一八 S 1 年 じは 倫を 巧內の 猶太 商人 じ おする 制限 も 取 除かれ、】 八 
一一 ご 二 年 じは フランシス •ゴ ー 八 ドス ミッ ドの 如く 辯 能 十： のを 許を 得る 巧 も ぁ-^、 一八 S 六 年 じは デ ダろ 
ド •サ 《 モンスの 如く 倫を の 執 巧 官じ巧 せらる る おも 現 はれ じ 0 
巧く の 如 < して 一八 五八 年 じは 御 太 人は あ々 政治的 じも關 放ろ るる こ ■yj どなり、 程なく 英网 の涧太 
人は 世が のじを 要なる 役 倒を 演ずる じ 至つ たので ぁる 0 

之は まごして n ス チャイ^ド 家の 傑出 や、 一生を 布敎じ 捧げた モ ー ゼス •モン テフ ィォ—^ をの' 巧羅 

- j - - I f ■■= f i ミ _ ミ - t ■ さ ミ 墨 云 ミ - ■ i 8 - i き 售 ミ - i l- 


I 


じをふ所が大であつて、 當時の猶太人の部麗だるををょく示すもの*"」云 へょぅ〇 

一八 八 一年な がの あ西强 じめ て 猶太 人が あ 害された こごは、 英岡じ おする 猶太 人の 大量 お 化を 招 巧 
し、 么 等の 新 到 ホ おじ 依つ て 英网內 の 猶太 人口は 著しくが 加した ので ある 〇 けれで も 他方 じがて、 化 
界大戰 が 流 巧した 所の 反 猶太 ま 義の思 湖は 英閥じ も 浸潤し、 ルバ ー ト •チ-スタ ー トン や ヒレ I 八 •ベ 
ロックの 如き 人々 が 其の 銘 一線に ホつ たこ ピも 見逃す ことは 出來 ない 0 
兎 も 巧、 倫教は 今や 世が 最大の 猶太 人 幅の 一つ， となち、 ジォ ニ ストの 中必 地で ゎ り、 一八 九九 年 削 
立の ジュ ー イツ シュ •コロニァ か •トラスト ( Jewi を Colonial Tru る、 一九 〇 二 年 じ 設立され た ァン グ 
口 •パン スタイン •バンク (^ n を 0 — P と esti ミ 田 旨ち 及び 一 乂〇八 年 じ 形 化された 巧の パン スタイン • 
ランド •ディヴ エロ ツプ メント •カン バニー 」 (Palestine Li ぎ d 口驾么 op 吕爸 t Co 吕 pany ) 等は 其の 機 閥で 
ある。 

其の 化 猶太 人の ま 要都巿 どして は マン チょ スタ ー、 リ 1 ブ 等を 擧げる こどが 出 ホる ので あつて、 現 巧 
では 英ホ 兩网 こを 猶太 人を 遇する じ 最も 寬 おな 所，、」 云 ふこと が 出 ホる 0 
巧 岡の 猶太 人は 化を 的 じは 勵髓を 結 化して ゐな いけれ ども、 チ ー フ こフビ (猶太 俾 法師の 首長) は 
精神的 方面で 猶太 人を 化 表する もので ゎり、 又 一と 六 〇 年 じ 倫を じ 誕生し、 セ ファ^プ" ム (南 歐系猶 
太 人) とァ シュケ ナ ジム (獨逸 及 化 佛瞄® 系 猫 太 人) ごじ 化る 猶太 人 講會ク J も 云 ふべき ボ ー ド •ォブ • 
デピュ ティー ス (历〇ちむ of D さ 己な をはょ く 猶太 人の 蔥 志を 化 おする 機 關イ」 しての 宽要 巧を ちす る 0 
な 上は 英闽 たじ 於け る 猶太 人のを 貌で をる 化、， 之 じ 依つ て 之 等の 刚题 を觀れ ば、 英网じ 於け る 猶太 
人た は 左の か <大 お 一二が じ-辟 勘す る こどが 出 來る〇 
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'第一 期 接殊 部落 時化 ご 〇 を ハ 年 11 1111 お 年〕 

第二 期 暗黑 時代 ( ー ニニ 五 年 11 六 五 お 年 3 

第ご窥 ，巧雜 時化 ( 一 雲 五 年な 降) . 一 
而 して 英 岡の 猶太 人は を 方面 じあつ て顯 著なる 巧 厕を續 けて 居り、 英阅 じめ ては ゾム バルトの 述ぶ 
るが 如き 資本 制の 發生ど 猶太 人の 巧往 ミの 妓 巧が 看取せられ るので あり、 實じ バ^ フォア 赏言や 巧 岡 
の パン スタィン 統あ 上の 諸刚 題は、 化 界的じ 猶太 人 問題の 重要性を 認識せ しむる じ まつた と 云 ふこ 艺 
が 出 來る〇 . . 

二、 み ホ.. 狀況 ’ 

エ少 サン ムの 崩馈 じかつて 猶太 民族は 世 巧を 地 じ 離散し、 所謂 ディアス ポラ (口 jaspora) が 巧 はれ、 

巧 ホ 受難の 一路を 池る こ*」 となり、 而も ナチ スの 摄顚じ 化つ て 一層 彼等の 化むべき 世 ホは がぐな つた 
のでみ るが、 民 まま 義网 家た る ホ 闕巧じ 英网は 彼等 じ 巧して 溫倘 的で あり、 滞 太 人 じどつ ては 縱じ巧 
動し 得る 天地で ある 0 

々化 界 じがけ る 御 太 人の 密を 地域を 觀るじ ♦先づ 東部 御 太人隔 がご 云は るる 波 蘭、 羅馬 尼、 リトア 
ニアが あら、 次は 巧 部 辩义人 腺 域々」 森 へられる 獨佛闽 境 茂び 英网ょ b ラィン 沿岸、 瑞西じ 沿 ふ 一帶が 
あ b、 镇 三は 地中海 沿岸で あつて、 特に パレスタィンは 一九二 〇 年な 巧は 猶太 人口が 著しく お 加して 
ゐる〇 

又を も夕 く御义 人を 擁する 岡み は米网 でを つづ、 紐脊 はお じ 猶太 人の 中 也 化で ジユ ー ョ クの 郁が 
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ぁるが、 猶太 人は おして 大都巧 じ 居 化する 傾向が ぁるので ぁつて、 を 御 太 人の 大半は 大都曾 じ おり 而 
も 夕數の 岡に 於て なお 的 じ、 經濟 のじ、 將义 文化の じ 侮る ベか^ ざ 苗 勢力を 漸 つて 居る 0 . 

然し 乍ら 涧太 人の 巧布狀 態じ關 する 绽 ぶは 極めて 不備で、 巧の ぞくは おを の筛 園に 止まり、 を 種の 文 
獻が 落しき 相違を 示して 居る が、 其の 煩 因は まどして 納太 人を 猶太 致 徒の み じ 限を する 巧と 化の 繫 b 
じがつ て 猶太 人，/」 觀 'る おが ぁる 爲で ぁるが、 おして 御 太敎信 おのみを 猶太 入と して 算を する をが 夕い〇 
あじ 义 其の 獲 動の 頻繁なる こご、 雜婚ゃ 改宗の 行は るる こと 等 も 一 暦 之を 複雜 ならしめ る もので を 


る ( 


今一 化 四 〇 年、 偷を刊 巧の 「猶太 年鑑」 (Jewish Y 蛋 r Boo 及を 篡 礎と して 奠岀 し、 大陸 別、 お帝网 
じめ ける を 地域 別、 英國 がび パン スタィン じ 於け る ま 要 都 巿別姑 じ お ホ じ 於け る 主要 都 巧 別 じ 猶太 人 
のみ 布狀 化を 示せば 左の 通 b でぁる 〇‘ 
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旣述 のかく ホ 岡は 世が 的 じ 愚 も夕く 猶太 人を 擁する 岡であって、 ホ网じ 於け る 猶太 人の 數は四 巧 お 
十 萬 人 じ 及んで むる ので あるが、 一九 四 〇 年 八月 二日の ジユ I ィツ シユ •クロ ニク 八の 巧ず る 所 じが 
る艺 、バ瓜 チック 諸 闕のお 太 人を 獲得す る こど じょつ て 蘇 聯邦の 猶太 人口は 四百 八十 一二 巧 五 千 人 どな 

り、 雖 ろを 衆 肉を 凌 源しっっ ある ごを ふ 〇卽ち 右 じ 依れば 猶太 人口は 歲 ffi 亞本 ± じ 一二な 五 箱 人、 蘇 做 

か 


波 蘭 じす 二十 あ 萬 人、 べッ サブ ビア じ 二十 お 人、 バが チック 諸閔じ 一一 一十 s 萬が 千 人ミ算 をして 居る 0 
然る じ 英本+ 一の 猶太 人口は 二十 八 巧 五 千 入で ぁつて、 おじ 世が ま 要 都 巧の 順位ょり 觀る 時は、 紐 育 
の 簾 一位 じ おし 大倫 をは 第五 位で ぁつて、 兩 巧の 間 じは 大きな 開きが ぁる 0 ’ 

然し 英ホ共 じ猜太 人の 澗 ホし 得る 网 でぁり、 自由 平等を 醫 すフリ ー メー ソンの 闽佛蘭 西 も 亦 之 じ 巧 
ぐ譯 でぁるが、 M •。•マ I チンは 其のを 「英 罔の 猶太 人 問題」 の 中で r 英本 岡の 渦 太 人 仲間では 純 
粹の御 太 人の み じても 二百 萬 人位は ゐる でぁらぅ 艺ま 張して ゐ る」 く 述べて ゐる 〇 ( 注 こ • 

而 して 猶太 人 特有の 姑 byj 卓越した 頭腦 、商才とは ょく 彼等を しで 英网 の政活 及び 經濟 機構の 中 じ 
入り 这 ましめ、 寧ろ 一般 英 両人を 同化しつつ ぁるが 如ぐ じ 觀られ るので ぁつて、 從 つて 其の 調 杳じ當 
つても 確た るを 巧 じ 乏しく 幾夕の 困難 じ 逢着す るので ぁる 0 
然 ■し 乍ら 英圆じ 於ても 他方 じ 反 お 太 的な 底 おもがし、 例へ ば勞 働を や 肖 由ホ義 者の 猛烈な 反 截じ遭 
ひつつ も 黒 シャッ 隊を 組織し、 反 猶太の 巧 幡をお 磯して 居る 〇獨逸 ナチ 黨 ィ」 密接な 提携 ぁりと して、 
昨年 五ち 二十 二 H 所謂 络五巧 檢舉の 厄 じ 遭つ わを 英フ アシスト 同 拙の 首領 サ I •ォ スフ 八 ド •モ ズン 
1 の 如きは 反 猶太の 例で ぁ ち、 彼は 渐太人 おじ 渐太人 モン タ ー .ネユ •ノ八 マンを 總栽 S する 英视銀 巧 
を 極度 じ 嫌忌し、 其の 主宰す る 週刊紙 アクション じ 於ても 「今次の 大戰は 實じ御 太 人の おおした もの 
でぁる 」 W 夙 じ 喝破して ゐ るので ぁる 〇 而も ジョン •ダン チ ー の 指摘す る 所 じ 巧れば、 物 かした 彼の 
前夫 人 シンシアは 故 カ ー ゾン 卿の々 诞 でぁり、 巧 俄 古の 御 太 人 じして 實業 家た る レグ ィ I •ラィタ ー の 
なで ぁつた ィ」 云 ふ 0 - 

一般 じ 巧 岡の 政治は 巧 族 寡頭政治 でぁる ご 云 はれて ゐ るので ぁるが、 而も 之 等 巧 族め 中 じ も 網 太 人 


はぶ 巧 じ浸蚀 しつつ あなと 巧 へられ、 一九 一二 六 年、 を巧フ ，シスト 同盟が 調を しね 所 じがる.、」、 純斌 
太 系の 巧族过 二十 八 名 > 半 猶太 系 巧 族は 四十 お 名、 お 太 人と 姻戚 觸係じ 在るな 嫉は 四十 名 じ 及ぶ ご 云 
ふ〇瓷 二 ) . 

更に ヒレ ー ァ •ベロ ブク じがれば、 英闽の 猶太 人は 假み 巧の 歎じめ ては 少し ごは 云へ、 第 十九 世が 
より 外を 當局ゃ 上院 じ も 勢力を ちす る じ まり、 其の 他 下院、 大學乃 まは 政府の あらゆる 重要 部門 じ漸 
次じ進出して巧つれと云ふ〇 ^驻ミ) 

尙义 M •マ ー チンは 「六 百 十 置 名の 下院 講 員の 中で 狗太 人は 二十 名で あり、 其の 內か 名は 保守 
駕 じ、 六 名は 勞働黨 じ、. 五名は 自由 黨じ慶 する が、 他方と 百 名 乃至と 百 八十 名の 議員を 擁する 上院 じ 
がて は 網 太 人は 僅 じ 十 名で あ り、 おじを 官 お、 重要 部門のを 腦を 六十 一 一名の 內 、猶太 人は 僅か じ 一一 名 
であ 6、 巧の 他樞密 顧問 官じ 五名の 術 太 人 か ある 〇從 つてを 面 上 じ 於て は 立法 願 係 じしても お 太 人の 
勢力は 微 々わるもので ゎる 〇 然し 人 一度び 政黨 制度の 方面を 挑める，、」、 寧ろ 議 をの 機能は を黨 じよつ 
て 左を せられる もので あり、 而も 此の 政黨 はせ ハの 背後 じ 宿す る 猶太を 融資 本家の 巧 力 じ 化つ て お ふが 
儘 じ操縱 せられる ものである」 V 」 述べて ゐる 〇 ( 註 巧〕 

蓋し マ ー チンの 指摘す る 所は 正滿を 得たり どす る も、 御 太系議 貴の 数 じ まつて は 現 巧では 夕 少の異 
励が 巧 はれて ゐ るので あつて、 r 猶太 年鑑」 一九 巧〇 年 版 じよれば、 ちの 如き 猶太 人が 擧 げられ て ゐる〇 
^ 上院 議院 (十 名) . 

レッ ディン ゾ侯爾 (sarquess を Rea 芭 ng) 

ビ ー ア スブブ ドす 爵 (viscou 日 t Bearsted) 


I ニー 

サミ ュユ八 子爵 (viscount wamuel ) 

户 1 スト 男爵 (历 aro 。 曲 irst ;) 

ジょ ッセ 少 男爵 ( waron お sse ご 

マン クロフト 男辭 (历 aron Mancrof ご . 

メ瓜ケ ブト 男爵 (Baron Melchett ) 

ロス チ ャイ八 ド 男爵 (Baron Rothschi 妄 - • . 
サクス クッ ド男韶 (Baron Southwoo ろ 

スクー イス リング 男爵 ( Baron 扣 W ミを Hng ) I 
^ 下院議員 (十 お 名) 、 

ディ ー •フランケ 八 ( D . Frankel ) 勞働黨 / - 
エが •エイ チ •グリュック スタイン ( L . H . Gluckstein ) 巧ず 黨 
サ ー •ビ I •ユ ^ ブス 香 パ； P . 巧ロバ 江 g ) 自由 黛* 

エ八 •ホアベリシャ ( L . Hore - Belish ろ 自由 黨 

♦ - 

ディ ー •ジュ ー •ビ ー •ジ ） ^ (P J . 历 . J を) 保守 歎 

ティ ー •レ ゲィ！ ( T . Lev ろ 保ず 黨 - 
ディ I •エ八 •リプソン 巧 • L . Lipsoa ) 保守 黨 
エ ー •エ •ム •リ オンス ( A . Lyons ) 巧 守 蘇 

エイ チ •ユ八 •ネ ザン ( H . L . 2 a を a 日) 勞働谋 -- 

- -■■ g l- ■ 二 - ， - .1 --.-.i — -1 ， ちを - ' f 名： - ご — H 寒 - S j ミ ' - , 




ジ r •エ ー •ド •ロス チ ヤイ 八 ド (J. A.. を Roth 萬 hild) 旨お黨 / 

サ ー •アイ •サ八 モン .(sir I. Sal 吕 on) がず 黨 ， -Jy 
エム •ア ー 八 •エ ー •サミ ュエ少 含 •巧 • A-- Samuel) 保守 黨 
イ ー •ンン クょ八 (田 • Shin W 公一) 勞働黨 
エ八 •シ^キン (L. Si 夏 ろ 勞働黨 
エ ス • エ ス • シ ^ク ァ ， マ ン を S. Silverman) 勞働黨 
尹 1 •ア ー ^ •スト ラ クス (P R •留 rau 资) 勞働黨 
エイ チ •ジ I •スト ラ クス (H. P wtrau 资) 保守 黨 

べ樞密 顧問. 官 (四 名) ’ 

ンスリ 1 •ホアべ ブシヤ (Leslie :Hore-Belisha 心 ‘ 

サ 1 •アイザ ヴク •ア^フ レッド •アイザ ブ クス (sir だ aac Alfred だ aacs) 

サ ー •マイ グ术 •マイヤ ー ス香 r Mchael lvl》ers) 

サミ ュ玉八 子爵 (viscount wa 吕 uel ) 

ホ じ マ） チンは み官 省、 重を 部 巧の 猶太 人は 二 名のみ ご 述べて ゐ るが、 前藏巧 じして 現 巧の 大法 官 
たる ジョン •サイモン、 前 陸相たり し レス リ 1 1 ホアべ リン ヤ 、航空 次官ょ b 最初の ± 木 巧 ごな b 1 昨 
か 物 化した フィ クップ •サ ス） ンの あつた こク J も 見述ず こごは 出來 まい 0 

而 して 猶太 系議 貴の ま 張；！！ 化つ て、 反 涧太渾 動を 巧 ひつつ ぁつた アラブ 人を 抑歷 する 巧、 遠路 二 萬 
の 大巧を バレス タインへ 繰 出した る 事實を 顧みるなら 取、 「ホ 王は を 臨 すれ どもが 治せざる」 英國じ 


がける 猶太 人の 勢力は、 蓋し 微 々たる もの VJ は考 へられない 0 • 

々や 英國 じな ては 大 法官 サイモン 、外相 イ ー デンの 夫人、 元 內相パ ー バ I 卜 •サミ ュユ八 子を、 元淫 
相 レス リー •ホアべ リシが 猶太 乂 であ b 、 ポ I 成 ドウ イン や 首 巧 チャ ー チ 处もフ アシスト じ 依つ てを て 
よ 6 親猶的 ご 觀られ て 居ら、 佛蘭西 じめ ては ブ八 1 ム 、マンデル'、 レイノー 等の 鉢々 たる 猜太 人が 畳 
ろ、 蘇 聯の元 外 あ 人民委員 リトゲ ィノフ 、前 石 池 人民を 員カボ ノウ イク チ、 或は 义 スタ ー ブン 首相の 妻 
ロイ ザ (カザ ノウ イッチの 娘) 外 お 人民委員 モロトフの 妻 も觀太 人と 云 はれ、 あじ 米闕 では 大統領 火 
1ズゲで瓜卜の背後じなって絕大な勢力を有ずる玻高顧問のバーナ'ド，バ 术ク、則務あ官へ ンリ，，モ 
— •ダン ソー 等が 猶太 人た るを おふ时 は、 巷間 傅 へらる るが 如ぐ、 第二次 大戰は 或は 猶太 人と 獨逸 VJ 
'の 戰爭 たる かの 如き 威が あるので あつて、 一昨年 十二月 四日、 サイモン (猶太 人) が佛彌 西の レイノ 
1 ( 御 太 人) を 訪れ、 英 佛經濟 協定を 締結した るの 事 實も乂 重耍な 意が を 持っ もの ど 云へ よぅ 0 
されば 一九 己 化が じは ヒット ラー は 「猶太 人の 反 獨逸蓮 働なる ものは、 猶太 人が、 英佛兩 网を觸 b 
立てて 逊獨 逸宣戰 Li おかしめ わ ものである」 ご 育 言して 居る ので ある 0 
今 おじ 著名なる 猶太 人の み々 じ 就いて 其のを 親を 眺めて みよぅ 0 

サー •モ I ゼス •モン ブフ ィオ ー ^ ( 咨客 oi 》 す ミを 0 る ( ) と 八 四— 一八 八 あ〕 

慈善 ぷ であっ てを 共 事業 じ もを 巧した 〇 彼は 本 巧は ブロ ー カ ー であっ たが、 四十 歲 じして 事業より 
退き 晚年 をを 共 事業 じ捧 ぐ、 特にを 地の 同胞 辦太 人の 福 祖巧進 じ 貫が する 所が 大 でぁった 〇卽ち 九十 
歲じ まるを セ囘 まで も バレッタ インへ 赴き、 術 太 人の 巧じ鄭 ホし •或は 臀藥の 設備を 供し、 或は 少女 
等の 爲の學 巧を 逆設 し、 乃 まは お乂 人を して 援業 じ從 事せ しめん < する 等、 逛德的 じ 物質的 じ 巧の お 


上を 企圆 したので ぁる 0 • 、 
が 彼は 英國 じめ ける 術 太-^^ 的 じ 無資格た るを 巧く 遣 城 ミし、 極力 其の 打開 じ 巧め、 一八 四 〇 
年 じは ダマス クスへ、 一八 网 び 一八 セニ 年 じは 滨西亞 へ、 一八 五八 年 じは 羅 おへ、 一八 六 一二 年 
じは モロッコへ、 一八 六 八 年 じは 羅棋 巧へ 夫々 傅 道 じ 赴き、 お 太 人の 擁譜じ 盛 力した ので ぁつた。 

他方、 彼は 一八 S と 年 じは 倫毁 がび ミ ッド八 セックスの 州 執行 官じ 巧せられ、 大英學 術 協 巧め 巧 員 ご 
な ち、 ゲィ クト リア 女王よ b 從巧 巧みび ナイトの 稱號を 巧 へられた のでみ る 0 
チ I •デ ゲィッ ド •サロ モンス (を David Salomons ) (一と 化 六 1 一八と S ) 

英岡 系斌太 人の 指 溝を じして、 倫を の巿 參事會 員と なつた 最初の 猶太 人で ぁり、 一八 一二 六 年 じは 偷 
を 及び ミット セ^ッ クスの 州 執行 官 ごな 6、 更に 倫鼓巿 を夕」 もな つた 0 

ビ ー n ン ス フ< 1 八ド伯爵 (因口己 of Beaeonsfield (Benjik Disrado ) ( 1 八〇四 1 一八 八 1 ) 

猶太 人 アイザック .ディ スン リのモ ごして 倫敦じ 生れ、 政を あ 及び 文筆家 W して 喷 々たる 名が をつ た 0 
十二な じして な督敎 じな 京し、 一八 二 六 年 じ ル 哉 ： Vivian Greys を 著は して 一躍 文名を 馳せ 、一八 
一ニ ニ 年初め て 政が じ 乗 出し、 一八 S と 年じト ー リ ー 黨員 として 下院 じ 選 おされ、 よく 勞働 大衆の 支持 
を 得た ので ぁつた 0 - . 

彼の 下 厚 階級への 同情は 其の 著作： Sybil -、 じよく 表 はれて 居る ど 云 はれて ゐる〇 蓋し 彼が 殺物慷 
例を 廢棄 せしめん どして 黨首〇 バート •ピ ー 八の 政策を 鎌 じ、 あじ 之を 失脚せ しめ わ こごは、 却つ て 
其の 名を 高める の 因 どな 0 たもの、 如くで をる 0 

'纏て 下院に 於け る お 菊 おど Gb 、 一八 五 二 年の 第ー ホダー ビ ー 內酣 、一八 五八 年の 第ニ ホダ ー ビ、 1 


巧閒 、あじ 一' 八 六 六 年の 溝 一二 巧 ダ ー ビ ー 內聞じ 何れも 嫌 巧 VJ して 迎 へられ、 一八 六 八 年 じは ダ ー ビ r 
內閣じ 化つ て 首相と して 組閣した 0 

彼は 一八と 五 年 十一月 •ス ユゾ 運河の 株式 十と お 六 千 株を 倫を の 猶太 富豪 ライ ォネご n スチ ャイ火 
ドよ b の 離 資五巧 萬磅じ 依って 巧 及 副 王 イス マイ 八 •パシャより 買收 し、 斯くて 同 運河 全が 式の 五 か 
の 一二は 英阅の 手 じ 移り、 同 運河の ま 配 樵を 永く 握 b っ、 あつた 佛蘭 西の 敗退を 齋 し、 英闕の 巧 巧 じ. ま 
る 通路を 安定せ しめたの である 0 

或は 义 一八と と 年 じ 印度を 東印度 會 社より ゲィ クト リァ々 王の 手 じ 移した る こと 等 も々 猶殘る 物語 
ちとなつてゐるのであつて、 實じ彼はグラツド ス トー ンご比肩し得るを治家であゎ、 一 ，^セ六年こ’よ 
.伯 巧じ敍 せられた ので あつた 0 

ライ ォネ火 •ロス チャイ V 卜 男爵 岳 ar 03 liione 一を wo さ snhi 乙) (一八 1 】 |^^と九) 

倫 致の 世 ホ 的 大が間 ロス チ* イ八ド 家の 總帥 ネザン •メイ ャ ー の甚 子， こして 生れ、 銀行家で あり、 慈 
善 家で あり、 お 太 人の 指導者で も あった 0 ’ 

彼は 英网政 巧の 爲に クリミァ 戰 爭の經 巧を 赌ひ 、前述の 如く スユズ 運河 株 ま 巧收の 基金を も提 化し 
たので ある 〇 一八 四 セ 年、 倫を よ^ 自も黨 議員 艺 して 選出され たので あるが、 猶太 人た るの 故を なて 
制規の 宣誓を 巧は ざ b し爲 、一八 五八 年 迄 諮 席を 持つ こごが 出 ホな かつた ご 云 はれて おる 〇 然し 乍ら 
速續十 S 年間の 長き じ 豆つ て 下院 じ籍を 持つ て おた こごは 特筆 じがす る 〇 ( 附錄 一、 き 照 い 
サ 1 •フランシス •ゴ— 八广夕 .ミ ッド (留 r Francis ooldsmid ) (一八 〇 八 I 一八と 八) 

お 太 人 じして 辯 誰 ± ごな つたを 初の 人で あり、 且御太 人 じして 闽を蔑 員々 J なつ わ先熙 おで も あつた 0 


彼は 义納太 人の 辭放や 御 太敎會 のな を じ も 巧 力した。 

彼の お フン グリック •プゲ <ッ ド (一八 1 111 一八 六 六) も网を 議員 ミ；： 公共事業 じ盎 がした が、 
フン デリックの モ ジュリアン (一八 一二 八— 一八 九 六) も 同様 じ國を 議員 ごな りを 共 事業 じ 貢献す る 所 ぁ 
な、 而も 枢密 顧問 官と なつた 最初の 猶太 人中の 一人で ぁる 0 • 

チ 1 •ジョ ー ン •ジょ ツセ^を 『 oeorge Jessel ) (一八 一 一四 1 一八 八 一二〕 

英网の 猶太 人 法曹 あの 中 じ 在つて 强も華 かな b し 人物 ども 云 ふべ < 、檢事 か是じ 巧せられ た 最初の 
涧太 人で ぁり、 一八と ご 一年 じは 專賣 特許 局畏官 及び 樞密 顧閒官 どなつ た 0 
又 彼は 偷を大 學の副 總長じ も 巧せられ、 巧 < て 猶太 人のを の 生活の 一部を お當 した。 

彼のす ジ-ブ セ^ 卿、- 1 バ ー ト •マ ー トン (一八 六 六 年) は英國 保守 黨の 結成 じ 重要なる 役割を 演 

若 0 

スワ ょィ スリング 卿 (Lord m 3 ayt;hlin 的 (Sam ミ 1 Montagu )) (一八 11111 1 1 化 一一) 

ブゲ T フ I 八に 生れて 倫を じ沒 したる、 指導 的 猶太 人で を 6、 跌 治夕展 びが 巧 あとして 有名で ぁつた 0 
彼は サミ ュユ^ •モン ター ゲュ商 曾の 社ち でぁ b 、 偷が のま 要なる 個人 銀行家の 一ん ごして 数 へられ、 
ロスチャィ^ド じみぐ 重要な 人物 VJ 云は れわ〇 度々 英闽 政府ょり のが 政 問題の 諮問 じ應 じ、 後が 自ぁ 
黨員 として 謀 席を 占め、 貴族 じ 巧せられ た 0 

更に 猶太 人の 爲じ數 巧 じ 直つ て 米 大陸 や バンス タィン じ 赴き 極力 奔 まする 所 ぁり、 猶太 おじ 韵 する 
忠僕と しての 名 も 高 かつた 0 

ナ I ，ウィリ ア ム • メ ィ ヤ ー sir w實a吕 Mayer) ( 一 八六〇 I 一九ニ ニ) 


巧 度な 政 じ 通 隣した 猶太 人で ぁつて、 夕 年の 間が 废の則 政事 おじ 從審 して ゐ たが、 をの 後 本 网じゆ 
び戾 されて 樞を院 の ご 貝じ椎 され、 あじな 英 印度 高級 委員 じも榮 進した 〇 , 

サ 1 •ジョン •サイモン ( sh * Jfohs Si 吕 旨) (一八 一八 1 1 八义 セ) 

現 巧の 大法 官 ジョン •サイモンとは 同名なる え 全く 異人で ぁる 〇卽ち 彼は 法 倚 家で ぁ り、 猶太 人の お 
導 巧で ぁつて、 高等 辯 誰 十と な b 网を 議員と なつ わ 0 
彼は また 岡を じょつ て妍太 人の 化を を どして 認められ、 當時薪 西 西 じ 於て 巧 はれた 猶太 人 迫害 じ お 
し英 國が巌 重な 抗議を 中达ん だの も、 實じ 彼の 奔 まじ 基く もので ぁつた どを ふ 0 

レップ ィング 侯爵 ( Marque 担 of R 空色 長 ( Re を S Dan 芭 Isaacs ) (一八 六 〇 1 1 化 一二 お) 

政 お 家で ぁり、 辯 護 + でも ぁつた 〇 1 化 一八 年 じ 駐米 大便 じ 任せられ、 一九二 〇 年、 巧 度 副 王 ごな 
b 、 みいで 猶太 人 空前の 最离巧 族た る 侯爵 W なつね 0 

又 彼 率總是 、大審院 長、 外務大臣 等 じ も 任せられ、 實じ嚇 々たる 生媽を 送つ た 0 
彼のを 黯の 動機は、 株式取引所 じがて 失 化した 爲 じ觀然 法が の硏 兜を おし、 纏て 栽 判 所の 指導 的な 
辯 謹 十； じな つたの が 振り出し でぁると 云 はれて 居る 〇 ホいで 檢事 おとなら、 檢事 總長这 なり、 あじ 大 
審 院長 どむ つたので ぁつて* 彼の 第一 次 世が 大戰の 勃發じ 際して は、 英岡 化が のが 政を 擔當 し、 命を 
巧び て 渡米、 更に 同地 駐 化の 大使 ごな つた 0 

彼は 又 英印關 係の お棵じ 面する や、 選ばれて 印度 副 王 W な b 、 完をじ 巧の 任務を 遂 巧した 0 
加 ふじ 一 化 一二 一年、 マクドナ^ド タ J ボ ー ^ ドゥ ィン ごじ 依る 擧网 一致 內閣の 成立す る や 外相 じ 巧せ 
られ 、其の 齡 巧が も 上院 じがて 扫由 蘇を 統率し •がくて 岡 王 や 亞米利 加の 大學 から も 種々 のを 骇を巧 


■ _f- -- ■■ ミ ； -- ■ ニ ミ - ミ - 二 -i ■- ミ • 二 * s l il t ミ さ こ — ■ 、 勇 夕 4 1 • ミ 翁 * fMH I 

f ド ；^^ ^.7)1 — — -l—T''-, 

/ 

へられた 化で ゐる〇 

尙 彼は 英 獨協會 のを 長で も わつ たが、 ナチの 反 猶太 ま 叢を 快し とせず、 一九 一二 一二 年 じ 其の 會 長の 地 
おを 擲 つたことは 著名のを 實 であるが、 其の 他 彼は バンス タイン 電氣會 社の 如き か 業 じも關 巧した 0 
現在の 第二 化 レ： ティング 侯爵、 ろ ラ 八 ド •卢フ T ス •ァイザ ブ クスる 巧 aid Refu こ saacs) は 其の 長モ 
であつ て、 一八 八 化 年生れ の辯議 十で あるが、 マン チ ュスク ー の マ ご ブィン 銀 巧の 重役で もゐ り、 上院 
の 一員と しても 巧勵 しつつ ある 0 

バ ー ナム 子爵 (viscount Burnha 吕 (田 arry Wesbs を r Lawsorl)) ( 】 八 六 二 1 一九 ミミ)— 

デ イリ ー •ブン グラフを して 偷敦お 數の大 新郎たら しめた バ ー ナム 卿、 ユドヮ ー ド •レ ゲィ I •ロ ー ソ 
ンのモ で、 父 じ 巧いで 同紙 經餐の 任じ 當 ら、 を 年事實 上の ま 筆で も あつた 〇 其の後 事業 ホょ b 遠ざか 
ち、 寧ろ 政治的な 方面 じ 活動を 續 けて 居た ので あつて、 例へ ぱ 巧度關 係の 失業 保險制 や、 國庫 負擔の 
給 巧 等じ關 する 調 杳報吿 を 貴を (Roy と Com 吕 ission) の 一員 ごな b、 或は お 職員の 俸給 じ關 する 「兩 
院 合同を 員 曾」 (Joint Co 吕 mittee ろの 議長を 勤め、 又 岡際勞 働を 難 じ も 出席した ので ある 0 
エドゥィン •サミ ュエ八 •モン タ ー 乎ュ (因 dwin mamuel IVIOrltagc) ( 】 八 セ 九 1 一九二 四) 

旣述の サミ ュェ八 •モン タ ー’ ネュの 子で、 政 措 家で あつた 〇最 初は 政が の 閑職 じ從 事した ので あるが、 t 
一九 一四 年 じ 入閣して 第ー ホ跌 洲大戰 中の 軍需 巧 どなり、 一义 一と 年 じは 即度 事務 大臣*」 なつて、 印 
度 自治な がの 基礎を 確立し、 備乂 なる 印度 巧 政 家 どしての 名 蹲を 博 じたので あつ わ〇而 して 彼は バ少 
フォァ 宣言が 必ずや 幾夕の 難問題を 嚴 成すべき もの ご 夙じ豫 測して ゐわ とる はれて 居る 0 - 
サ 1 フィ リッご サブ ブ ー ン (sir P 星 ip sasi を 二ん 乂八 1 一を 一亢) 


.倫敦じめけるサッスーン家の別始者ア グ バ ートの おであり、 おず誤講負じして 偷をの セ フ，八デ<ム 
の 首領で あつた サ 1«ユ ド ヮード •サ ッス ー ンの 子で める 〇彼も 亦 化 男爵 じして 闽お 議員で あら、 巧じ樞 
密 願問官 S なった 0 

航空 次官 ごして 二期を 勤め、 一九 一二と 年 じ 最初の ± 木 相と なった が、 一昨年 六 巧、 め ーヶ月の 病氣 
の 後世を ま b 、 而も 其の 遺を は 百 化 十四 萬 六千赌 のち 額 じ 達して 居た S 云 ふ OC 註 丑) 然し 彼は 獨身ま 
義 者であった から、 化の か 產の 大部み は 社 含 事業 其の 他じ獻 げられ、 一部み のみが 妹の レ ー ディー •シ 
m モン デリ ー 及び 從 巧の アンナ •ダ-ヘイ 壊 じ 譲渡され たミ傳 へられて 居る 0 
彼の 巧は じ 里の グ スタ ゲ •ド •ロス チ* イ八ド 男爵の 娘で あるから、 猶太 當豪 相な 間の 密接な 關 係が 見 
出される ので あるが、 元 ホ 化の サッス ーン家 じは 幾夕の 有能、 著名の 人物を 出して 居る 0 

彼は イ ー トンで 學 び、 牛 をの 基 瞥敎會 で 訓育を 受け、 一九 一 五 年 じ フレンチ お 軍 じ 副官 ク J して 化へ、 
翌年 じは 佛蘭西 じめ ける 英國軍 司み 長官 サ ー •ダグラス、 卽ち ヘイグ 卿の な 設赃書 ごな ち、 がくて 一 
化 一と 牟 じは 聖ミ カユグ みび 聖ジヨ ー ジ颜 章を 授けられた 0 
彼は 义ーヶ 年間 運輸相の 政務 祕專 (parliamelltarx I * 庄 vate Secretary すを 0 Miriister of Transport ;) 
となら、 一九二 o 年より 一九ニ ニ 年を 內相 n イド •ジョ ー ジじ 化へ、 一 化 二 四 年よ bl か 一 一九 年迄ボ 
1 八 ド ウィン 巧閒 のが 空 次官と なり、 一九 S 1 年より 一九 兰と 年を 擧國 一致 內閣じ 地 化を 占め、 同年 じ 
± 木 相 ごな つた 0 . 

彼のが を じ 蘭す る 才能 も义 著名で わつ て、 一九二 八 年 じは 自ら 飛け 棟 じ搭乘 し、 巧 度、 イラク、 巧 
み、 スダン ■、マ 八夕 等のを 地方へ ま々 英网 空軍の 赏 情調 巧 じ 赴き、 巧のを 年 じは 英阔が 空 協 曾の 首臘 
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じ おされ、 义一化 一一 一四 年 じは 坡 及、 巧废西 北端 皮び 新 齋坡へ も 調 杳じぉ 向し わ 0 
尙 彼は 莖 術のを 好 おであり、 化て 美的 觀 なじ 黨 富な 爲迭 ばれて ± 木 相 S なつ わと 云 はれて ゐ るので 
あつて、 極力、 を閒 のな 修じ當 り、 自己 所有の 豪 離な 庭園 も每年 開放して 居 b 、 郊外 じな つた 彼の 別 
邸は 實 じかを、 軍人、 文筆家 等のを を 所の おが あ 6、 ク ，ンザ ー をとは 個人的 じ 親を であつ わと 云 ふ 0 
サ 1 •アイザック •ア术 フレッド •アイザックス ( sir だ aac Alfred Isaacs) (一八 五 五 1) 

漆洲 メ^ボ^ン 大舉の 法 巧 巧じ學 び、 一八 化 S 年じゲ ィクト 9 アの檢 事 か 長、 翌年 檢事總 長 じ 昇進、 
次いで 一丸 〇 六 年ょ b 1 九 1110 年を 最离 法院の 判事 VJ してを 動し、 其の 翌年 療洲 總督 どなち、 現 巧で 
は樞密 顧問 官の 地位 じせる 0 

サ ー •マシ ュ ー •.ォ ダン (留 r Matthew Mathan) 二八 六 二 1 ) 

お 民 地 巧 政の 權成 である 〇致初 軍隊 じ 入 り、 お 及 及び 印度 じ 活躍して 陸軍 中佐 じ 昇進し、 一八 化 五 
年 じは 植民地 防 誰を 員 會の祕 書 じ 巧せられ、 一义 〇〇 年 じ 西部 阿弗利加の 英領 植民地 ゴ I 成 ド •コ ー 
ストの 知事 VJ な ち、 斯くて 化の 方面 じ 於け る 地位を 獲た 最初の 猶太 人 どな つれ 0 
化の 他、 を 港 や 南阿 ナ え^、 を洲 クイン スラン ド 等の 知 寧を も お 巧し、 ソマレ ストの 高級 執 巧官ど 
G り、 夕 くの 委員を じも關 係し わので をつ て、々 や 彼は クイン スラン ド 大學ょ b ド クタ ー •ォブ •ロ ー 
の 巧號を 受けて ゐる〇 

彼の 長兄 サ I •ナ タニ ユ が (一八 巧 11111 九 一六) は トリニ ダ ー ドの 檢審總 長で あ クた〇 
i, 1 バ . — ■サミ ュユ八 子 巧 (viscount Herbert Samuel) (一八 セ 〇 1 一 
H ド ゥィン •サミ ュユ 八の 子 どして 倫を じ 生れた 〇 現下 英閔 のぞ お 猫 太 人の 中 じ 在つ て 摄もお 力なる 


化 治 家で あ b、 且巧學 をで あつて、 絕 ぇず 猶太 人の お 謎じ盡 痒しつつ ある 重要人物な るが 如くで あ； 
一九 〇 二 年 じ 自由 黨員 W して 下院 じ 入 b、. 一九 〇 五 年じ內 務巧官 となり、 一 化 〇 九 年には ラン カス 
夕 I を領尙 書、 一 九 一六 年アス キス 內閣の 巧 巧の 位置 じ 県つ た 0 
巧いで 一九 一二 一年より 一九 S 五 年 じ まる 迄 下院 じめ ける 自由 黛を 統率し、 义闕庵 支 辨じ關 する 下院 
特別委 員を や 石 お業關 係の 閔設 ま員會 の首腦 VJ もな つね 0 
其の 他、 一九 一九 年 じは 白す 義じ對 する 特別委 員 じ 選ばれ、 英网 のみならず 白す 義か らも 幾 夕の名 
擧を巧 へられた 〇 r 英國 統計 學會」 (Royal .Statistical SoCie す) の 會畏も 彼で を 6、 一九二 〇 年よ. り 一 
九 二 五 年を 最初の パレスタイン 高等 辨お官 として 巧 動し、 一九 一二 六 年 じは 濁 逸より 亡命す る衙太 人の 
善後 處 滑を 講ずる 爲米圃 じ 渡り、】 九 S と 年 じは 終 じ 子爵 じ敍 せられた 〇 . 

今では 上院 じ籍を 巧ち、 樞密 顧間官 である 0 

サ ー •ジョン •サイモンる 早 J'ohri 留 mon) (一八と 一二 I ) 

猶太 人の 中 じは 後 じ 述べる 所の ホアベリシャの 如く 猶太 人 わる こ*」 を 誘 b ごする 者 も あ b、 他卞こ 
は 自ら 祕 する 者 も あるが、 サイモンは 正 じ 後者 じ處 する であらぅ 0 
然し 乍ら 一般 じ 彼は 猶太 人 ど 觀られ て 居る ので あつて、 彼と 猶太 人との 巧 遊は 極めて 密な るが 如 <、 
而も 巧の 夫人 も 亦 猶太 人のを 合 あれば 必ず 巧 席す ると 云 はれて 居る 〇 けれで も 前述の 旣じ 物故した 巧 
の ジョン •サイモン ごは 圣< 別備の 人で ある 0 

彼は 一九 〇 六 年より 一九) 八 年まで、 及び 一九ニ ニ 年より 闽行議 貫と して 巧 動し、 銜じ岡 家 ま義自 

裏の 慕と なつち 而 しこ 九 一 〇 累ら 一九ニ ニ 年を 檢專 次長 ごして 在職し サ ふ稱號 をず けた 
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ので わるが、 一 化 ニニ 年 じ 檢巧總 長 イ」 なら、 一九 一 お 年ァス キスを 首班 VJ する 聯を 內閣 じめ て 猶太 人 
最初の 巧 相，/」 な り、 一九二 九 年 じは 巧 巧を 調 巧すべき サ^モン 委員 會の 委員 畏じ椎 され、 一 か ニニ 年 
マクドナ^ド VJ ポ ー 八 ド ウィン，/」 じ 巧る 擧國 一致 內閣じ 自由 黨を 化衰 して 入 邸、 一 化 一二 五 年を 外相の 
地位 じ 在った 0 

巧いで 一 か 一二 七 年 チュン バレン 內閣 の藏巧 VJ なり、 昨年 五月 十六 日の チャ ー チグ新 內閣の 成立 じ當 
つて 大法官 となつ た 0 

一九 一二と 年 一巧の イム ピリァ^ •ファシスト 誌上 じ 於け る エドモンドソンの 發表 じょれば、 チイ モ 
ンは一 化 ーニ〇 年と 月 八日、 猶太 系の 银巧家 じして ヶイ ザ ー 商舒長 . W の y 泛の 『み 0P) の 巧を 社員た る 
チ ー •レォナ ー ド •フランクリン (si" Leonard Frankli ろご ホ 猶太 婦人 ミの 結婚式 じ 隙し、 親しく 猶太 
敎會じ 出席した ご 云 ふ 〇 ( 註 六〕 

ホの フランクリン こを 旣述の 第二 化 スウ ょ イス ブング 巧を サミ ュエグ •モン タ 1 ゲュの 妹 ァデ レイ 
ド (A^delaid) を 母と して 居る ので ある 0 
サ ，•セ シ八 •キ ブシュ (sir Cecil 巧 をを) (一八 八 四 1 ) 

一九 sill 年な 來、 巧 度 事務次官 補 じほ せられて 居る 〇 印度 巧げ で 名の あつたへ 八 マン •キッシュの 子 
で、 一 化 一一 年 じ 印度 事镑 大臣の 政務次官 (す rlia 吕 e3 を ry U 曰を" Secre す r》 of mtate) となら、 一九 
一と 年 じは 事 巧 大臣 エ ドウ" ン •サミ ュエ八 •モン タ ー’ キュの お 設祕書 ミな り、 一 化 一 か 年 じは 印度の お 
劇な 革 じ も參疆 し、 あじ 岡 際 聯盟が 政を 員會の 一員と してを 動した 0 

彼の 弟、 陸が 中佐 フン デリック (一八 八 八 1) は 前述の 猶太 系 銀巧ぷ フランクリンの 娘八ス •ロ ー ラ 


(Ruth Laura ) ど結赌 して ゐ るので あつて、 化の フン デ ブック も 亦 じ 里み かを 講じ 英國 侧の委 貴の 一 
人 どして 巧 席し ね 0 

レス，一 ••ホア. へ， シヤ (Leslie 田 Ore — Belisha ) (一八 九 六 ——) 

極めて 著名なる 政浩 家で あつて、 一九二 S 年 じ 自由 黨員 S して 議會じ 入り、】 九 S 一年の 擧國 一を 
内閣の 成立は 彼の 盡力じ 負 ふ 巧が 大き かつた どを はれる 〇而 して 一九 S 一年ょり 一九 S 四 年 じ まるを 
は 比較的 閑職 じ 在つ ね けれで も、 间牟 運輸 ffl どな 6、 一九 I 二と 年 チュン バレン 巧閣の 陸相と なつた 0 
彼 こを はお 太 人で、 幼時 印度 じがて 英闕 人の 養子 となつ たど 傅 へられ、 豫 てから ナチ スじ おする 巧 
人的 反 威が 强 かつた ど 云 はれて 居る 〇爲 じ英 困の 背後 じ猶ホ 人なら として ナチ ス のみ 擊じ 遭つ て 居れ 
ので あるが、 銳意 陸軍の 民衆化を 圖 り、 一般 民衆 じ 接近せ しめつつ あつ わから、 彼を 支持す る 者 頗る 
ぞく、 巧の 氣 をけ も 極めてを 好で あつたかく である 0 

がる じ 本年 一み お 日、 內閣 のな 造 せらる るじ當 つて 終じ辭 職した が、 其の 巧 因 じ 就いては 巧々 の 臆 
測が 巧 はれ、 或は 陸軍 幹部を み壯 化、 民衆化 せんどした こごが 佛胁西 派遣軍 紙 司令官 ゴ ー トお軍 等を 
初め どす る 軍 首 腦の反 威を 藤 成した こご、 ぶは 時の お 巧たり し チヤ ー チ^と 威棉的 じ削亢 した こご、 
或は ス 利を 看る じ敏 なる 御 太 人の こどと て、 涧太財 脚 や 軍需工業み ど 結んで ホ 武器を 佛蘭両 へ 送ら、 
巧 おどしての 化を を 陸軍省を して 支拂 はしめ たる こ夕 J 等が 擧 げられ て 居る 0 

斯くて 「現 巧の デ <ス レブ」 ど吉 はれた 彼の 更迭 間 題を 燒 つて 謀を は紛 がした ので あつ わが、 結局 
サィモンの 說得 じょつ て おかし、 <1 は 下院 じな 紹 、樞あ 巧 間宫じ 巧せられ て 居ら、 英ホ 協同 政策を 力 
說 しつつ ある ど 乏 はれて 岩る 0 


彼の 陸が 辭職當 時の 論調を 觀る じ、 を新酣 何れも 筆を 揃へ て 痛惜した ので あつて、 例へ ば タィム ブ 
紙の 如きは 次の 如く 論じれ 0 

「ホアべ ブシャ 陸相の 辭 職は 上層 部の 耻機じ 基/、 らしい が、 吾々 は ホアベリシャ 氏の 精力 及び 才幹 
じ 街して 讚 辭を呈 する もので あり 今 同の 辭 職を なて 同氏の 政治的 生 巧が 終焉した とお 像す る 理由は を 
然 ない 〇」 .. 

な 上は 巧國 政み じ 於け る旣 化、 現な のまなる 猶太 人 じ 就いて 略述した ので あるが、 徵じ 述べた 述ら、 
英国の 猶太 人 じは 自ら お 太 人なる こ S を縣慢 する おも あり、 嚴祕 す'^ も あつて 確實 なる 資料 じ 乏し 
く 巧して 猶太 人なる か 否かの 識別は 容易で ない 0 

然し 乍ら 一九 一二 化 年と 月 じは、 猶太 人 じがつ て 結成され たフリ ー メー ソンの 總會が 偷敦じ 開かれ、 
化の 時 じは ケントを も お 席され たとの 說ら あら、 彼の 网際 聯盟 すら 猶太 人の 勢力 じ 化つ て 成立し、 其 
の 幹部は 何れも 猶太 人で、 例へ ば 巧國の 聯盟 脫退當 時を 觀ても 左の かき 猶太 系の 人物が 要 位じ据 つて 
ゐ たと 云 はれる 0 

ドラモンド (英) 事務 おを 
アゲノ グ (佛) 事務 次長 
户 1 ス (佛) 巧 通 部ち 
ラィヒマン (波) 衛生 部長 
ソ ルタ ー( 獨) 經巧 部長 
n ン メ ン (獨) 宣傅お 巧 部長 
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(註】) M . G . gurchin : 历 ritain、s Je 马 ish problem ’ London ， 1939. 

(註 二) 朝 比を を彰譯 「猶太 人の 貴族 僖 触」 (闡瞭 故 經學會 森 「國 膝が 巧 力の 硏究」 第 四 巧 u 

(註 三〕 虽 laire 历 elloc" The Jews , London, 1928 • • 

(註 四) M . G . Murchin : Britain ピ Jewish Prolblem . 

(註 お) SA-ctio 日、、 Aug. 19, 1939. • 

(註 さ統圃 ハ心 工^モ^卜 趴 y 識 「畜 かが w 来 大統領み 園ろ 猶太を ぞ ( r いの ご ま" 雲 一 現) 

四、 金融界 じ 於け る 勢力 

猶太 人は 其の 祖阔を 失 ひを 地 じ 離散した ので あるが、 彼等の 赴く 處何處 じ 於ても 猶太 人中 ょら 榮じ 
した 政治家、 藝術 家、 發明家 乃 まは 哲學者 等を 出して 居る ので あって、 就中、 彼等 移住 先當 巧の 政策 
や 彼等の 環境の 然 らしめ たる 所で あらぅ か、 或は 义 其の 個人的 素 巧 じ 基く もので あらぅ か、 商業、 を 
飄ホ等 じ 於け る 勢力は 實じ 驚くべき ものが ある 0 

彼等は 實 じを 贷樂の 創始を であり、 有價 證券 や 取引所の お祖 であ b 、 商人 的 精神の 喔 化であって、 
ゾム バルト じ從 へば r 中世 未紀 じがけ る 西班牙、 前荷才 等の 衰顏 、之 じ 化る 化 軟諸圃 の勃與 のかき 經 


濟中必 のが 励は をく 彼等 斌太 人の 移動と 化 巧した」 ミの こごで ぁり、 且 「ィスラ ユグ の歐羅 じを 渡る 
こど 恰も 太陽の 如く、 典の 現は る、 所 必ず 新しき 生命が 發 ずし、 其の 沒 する 所 必ず 调落 する」 かき 現 
象が をつ た バ註こ VJ 云 ふ 0 

されば ナチ スの 猶太 人 排斥 も 宗教 的、 人種的な 理由 も ぁらぅ けれで も、 あじ 猶太 人が 葦 固なる 圓體 
を飢 織し、 世界の お b とし 化 ゆる 富を 其の 掌中 じ收 むる じ まるべし どす る 經濟的 理論 じ 因由す る もの 
- yj も考へ 得られる ので ある 0 

之 等 猶太 人の 向 ふ 所の 職業 じ 就いては、 新しく 而も 信 やる じ 足るべき 統計がない けれで も、 なじ 大 
略ながら 一九 一二 八 年 じ 於け る八ツ ピン 教授の 調 巧の 結果を 揭げ てみ よう 0 

同 敎授は 同年の 世が 猶太 人の 總數を 千 六 百と 十 巧 人 W 算定し、 其の 職業を みの か < じみ 類した ぶ 註 一口 


職 . 業 
商業 及運货 

工業 及を 工業 
恩給を 絵 ホ 及 自立 生 
.計を をみ 稱るお 
公 巧ぶ 自由業 


從 業者 數 

ム ハ、 お 0 0,80 
ム ハ、 00 〇、 000 
】 、お 00 >80 
一、 三 00 doo 


% 

ゴ ー八ん 

ミ S 

かろ 

专セ 


戰 業 
農 .業 
自由が 慟及 家庭 奉な 
職業 不明の ものな 其 他 
計 


從 業ぶ 數 
五 8 、〇〇〇 

Hoodoo 
六 oodoo 
六、 さ 〇、 000 


% 

三ろ 

一 •八 

三 H ハ 

)090 


而 して 英圃じ 於け る 猶太 人の 勢力 も 亦 まとして 金融の 方面 じがす る もの、 如くで あつて、 化の 國の 
を 離的權 力の 發展擴 張は、 實じ 外圃の 事情 じ 精通し、 が 外の 事業 やが お 要人 等 ごも 密 おなる 速 媛の あ 
つた 之 等 猶太 人 じ 負 ふ 所 頗る 大な るら のが ある 0 

英國の 金融を は實じ 征服者 ゥィリァムの 時化 じ 波 巧した 猶太 人の 巧驢じ 廻る もので あつて、 P ムバ 
1 ド 街の 濫應 も、 銀 巧棠を 創始した と 傅 へらる、 猶太 灑 族の 伊太が n ム パー ド 人が 口' ムバ ー デ ー ホ お 


ょ b 英网じ 移 化し ホり、 n ムバ I ド 巧 じ 居を 構へ てを 贷 業を 開始した る じなる ごる ふ 0 
而して英國じめけるを融界の勢力と云ふも、 猶ホ人の實際の數力は主艺して マーチャント*バ ンカー 
(Mercha ま banker) 53 ち 個人 银巧 家の 方面 じがす るので ぁつて、 英國が 世界を 融の 中む，^ して 特殊 
の 地位を 獲得し わを 所な の ものは、】 じ 之 等め マ ー チャント •バン カ ー じ 負 ふ もので ゐ り、 而も 之は 英 
國が衔 太 人を 極端 じ 嫌忌す る こごな く、 能く 之を お容 したる じ 因る もの ご 觀られ て 居る ので ぁる 0 
マ ー チャン ト •バン カ ー は义 プライ ダ广卜 •ご 力 I (private banker) ごも、 或は 义 r 倫な 思：！： 族」 
(Arls す cracx of the Ci す of London) VJ も 云 はれ、 倫敦巧 場の 重 嬰なる 構成み 子で ぁつて、 外 闽關係 

のを 融や手 お引受を 專 業，/」 する 特殊のを 融業 おで ぁ り、 長巧贷 付を 巧 ふ も 短期貸付 をが はず、 又 巧を 
業務を 扱は ない 〇 

抑々 英网の 金融 網は 倫を じ 集中して 居り、 銀行のを 行た る 英闽銀 巧を 中軸 ごし、 バ ー クレイス 
(Bare 曼ろロ イブ (L10 る S)、 ナシ ョナ； フロ ゲィン シア こ National provindal)、 ミッドランド 含を 
lan ろ、 ゥょ スト ミン スタ I (westlhinster) の お大銀 巧、 所謂 「ビ ，グ •フ T イゲ」 (留 g Five) —— 一 化 一 
と 年の 大 銀行の 合同 じょる 所を でぁな、 當 時む 里 平が 會 講じ 參 加し わ英 、米、 佛 、伊、 白の おち 勘 じ 因 

— むあ稱 でぁる イ」 云 ふ 及び 十数 巧の 株 ま 組織 銀行が 要素と な b、 ちじ 之 じ おする じ マ ー チャント •バ 

ンカ I や番弓 おを (Disco 旨 t house )、 引ず 巧を (Accepting hoi) 等が ぁつて、 商業を 规じ參 加し.、 
化の 他 じも對 外な 資じ當 る 投資な 社 (investment'eompan ろ、 投資信託を 社 (Investme まき S ご、 證券 
あ 巧 業 巧 (Issuing h 含 落) も巧聊 して おり、 巧 他 じ 楠 巧 地 お 巧 や貯蒂 あび 庶民を 輔の機 關もぜ する 0 
然し乍ら前述の マーチ*ン ト*バ ン カーは々日では或はお引巧を、 或は引を商を、 或は义手お仲買人 


として 夫々 宮家の 資本 じな き 巧 巧 じを 触を 巧 ふ 所のを 融資 本家 (巧 一呂 コ〇 一の 庄ィ」 化して おる 0 

热 、之 等の マ ー チャント •バン カ ー は 夕<獨 逸 系の 猶太 人で あつて、 例へ ば ロス ナャ ィグド (穿を 瓷昆 一ろ 
セリグマン (墅 igm 旨)、 サミ ュ エ作 •モン タ 1 •ホュ (を 3ue 】 Montag 己)、 アィ ダブ クス (で aacs )、 サ ブス I 
ン (Sassoon) 等が 之で あ b 、 尙納太 人な 外 じ も ベアリング (.Baring )、 ゴッ シュン (Goschen) 、シュロ^ 
ダ — (schroeder づホ 1 ブス (田 obes )、 户ム ブロス (田 口 3bros} 、グリンる lyn )、 カン 9 フ (CU 己一 茂 也、 
シップ レ -v ( shu } ley )、 ホ 1 ア (Hoare )、 クン ィワ 1 卜 (只玄 弓 or ご、 ブラント (田 ralldi ;)、 リカ 1 ド ( R 1- 
ca をろ. ゴーグ ドシュ ミ， 卜 (G 色 を を吕 idt )、 エドフ ー ド •ド •ステイン (田 d 弓 a をを 留 空ろ 等が ある グ 
おしで 猶太 人が 有力なる がかくで ある 0 

例へ ば 一八 一三 二 年よ b 一八 二 お 年 じ 至る まなる 業者の 外價 引を 狀 態を 觀るじ 左の かくで あつて、 か 
巧 こ ロブ チヤ イグ ドが 崭然 他を 柩 しつつ わつ たかがみ るで あらう 〇 ( 註 ミ) 


業 右を 


巧が 巧 巧 件 お 巧 巧 不理 斤 かお 


べブ 


ゾグ 


ゴ— ルド •ンュ ミット 


〇 

0 

〇 


一一 

三 


業ぶ 

ス チヤ 


が 


を 

ルド 

化 


巧 巧 巧 斤 件 巧 
八 
一一 


巧 说不履 巧が 巧 
〇 
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次 じを 券 銀巧閒 びじ、 中央銀行 であ b 、 英ホ网 のを 離 中 樞機關 である 巧 蘭 銀 巧を 觀る じ、 同 巧は 巧 
ま 組 浦の 民間 お 巧で あつて、 預 を、 貸付、 割引 等の 一般 業務の 外、 政が 巧を の 出納 事 おや 化が 貸 上 金、 
を 俄の 發巧 、正貨 巧備の 維持、 巧場資 をの 供給 及び 統制 等の 巧務 をら 有する 〇 其の 成立は 一六 かの 年で 
わつ て、 政府の 惡政艺 グィ 十四 世 ミの 戰爭じ 某く がは 带乏 を救濟 せんとす る ウィリアム •パタ ー ソン 
の 建議 じ 化り 資本を 百 二十 お磅 をな て 設立され たもので あるが、 ヘン リ ー •フ *1 ド じ 巧れば、 主 どし 


て 猶太 人 等の 意見と 援助 も あつたと 云 ふこと である 0 同 巧は お 確 じ 云へ ば； The Governor and Co 呂- 
pan》 of the Banr を 因 己た and = ミ 稱 へ、 或は また 曰 ムバー ド 街の 近傍 スレッド ニ ー ド术街 じだる 爲 
:〇 己 L を》 を T す ea を 法 &e streets の 名 もを る〇同 斤の 資本金は 現在 千 四百 五十 萬磅 であっ て、 化 
個の 支店を ちし、 其の 總栽 及び 副總 おは 一一 十四 名の 理事の 中ょ >勸 お 年 歎の 順序、 所 請 「輪 巧」 ( K ? 
taticn) の 方法に 依つ て 選 巧せられ、 何れも 巧 期 ニグ 年を 原則 どす る〇 がるに 一九二 〇 仁、 斌太人 モン 
タ ー •キュ •コレット •ノ こン (Montagu Collet Norm) の 總栽就 巧な ホは 化の お 則が 完をじ 打破 せら 
れ 、旣じ 彼は 二十 年な 上 も勸續 して 居る 〇 尤も 景 巧は 保守的な ノ^マン 總 栽， 己 對撇 的な 立場 じな った 
經濟學 者 じして 管理 通貨 带 度の 窗 おちた る ジョン •メ イナ ー ド •ケインズ (JohnMaynardKeynes) が 同 
巧の 取締役 じ 選ばれ、 從 つて 其の 政策は 保守 ま義 からち 由 ま 蒙へ 赴く こご どなら、 ノ八 マンの 勢力 失 
墜ご觀 る 者 も ある やぅで あるが、 同 巧の 理事 じは 1 般な馳 取引 じ 熟達す る マ I チ* ント •パン カ ー のみ 
モ 、就中 n ス チャイ^ドの 子弟が 夕ぐ就 巧す る關 係.！^、 彼等の ノ^マンを ま 持す る處 極めて 大 なる も 
のが あると 吉 はれて 盾る 0 

而 して 英蘭 銀行の 株 まが 何人た るかを 詳細 じ 調を し 得れば 極めて 興 化が ある わけで あるけれ でも、 
同 巧は 元 來祕を ホ義を 採. 〇、 登記所 じ もを の 登記な く、 をが、 大藏 おの 管轄 外 じなる から、 之が 却って 
世上 種々 の 疑惑を 生た 所と なって 居る 〇 一般には 英國政 化が 其の 株式の 大半を 所有して 居る ど 云 はれ 
て 居る けれども、 一 化 二 九 年 十二月 置 日、 マクミラン 委員を のニュ ー ポ八ド (2 e 与 bo 乙) の 質 巧 じ對す 
る 英蘭お 巧 副總 栽サー •ユ^ン スト こー ゲ エイ (sir 田 rnest Harvey) のを 辯 じ 依つ て、 大體 かのこと 
を識る ことが 出 來る〇 


ィ を 株を の 中、 置 十 萬 株は 銀行家の 所有 じ 巧る こご 

，向 お 百磅な 下の 株 ま、、、 八、 と 化 六 人 

_ 、 、 、 


T 五百磅 より 千磅 までの 巧 ま、、、 一一、 お八 一二 人 

千磅よ b 二 千 お百磅 までの ホ ま、、、 一、 九 八 〇 人 (註 巧〕 

ホ じ 五大 銀 巧 じ 就いて 觀る じ、 ぺータ I •ア火 ダ ー グ博 ± じ 化れば、 を 行には 夫々 次の 如き 重役が 
地位を 占めて 居る とを ふ 0 


ロィ ゲ (資本を セ 千 阿な 萬磅) 

ナンナ 八 •プ n ゲイン シア 方 (資本 お 六 千 萬磅) 
ミッドランド (資本金 四千 お 百 二十 お磅) 

ウ ムスト ミン スタ ー ( 資本を |一 一千 S 巧 萬 破) 

バ ー クレイス (資本を 二 千度 磅) 


ビ I ア ステ， ド 卿 

ナ 1 •ゲィ クタ 1 •シヤ スタ 1 

サ 1 •ア八 パ 1 卜 •スタ 1 ン 

ゴッ シェン 卿、 サ 1 •ジョ 1 ジ •ンャ スタ I 

メ瓜グ ブト 卿 (話 荒) 


然る じ 他方では サロ •ウィ ブト メイ ヤ ー •バロンの 述 ぶる 所 じがれば 、之 等の 銀 巧 じは 猶太 人の おす 
る もの 極めで 少 く、 卽ちロ イツ 及び バ ー クレイスの 二 巧には 猶太 人は を然 ななせず、 ミッドランド 银巧 
の 重役 じ 一人、 ナシ ョナ八 •プロ ゲィン シア 成が 巧 夕」 ウょ スト ミン スタ ー が 巧 じ 猶太 人た る レブ デ" ング家 
•や モンク ー •ネユ 家，/」 棚 戚の關 係 じ 巧る を夕少 ぁるじ 過ぎない 〇义 二十 じ 及ぶ 銀行 じめ ては、 猶太 人の 部 
み 的で 配下 じ 巧る もの 六 行、 四大 投資信託を 社の 面では 猶太 人の 勢力下に 巧る もの 一個 のみでを ると 
云 ふ 〇 ( 註-一 〇 

右 じ 化れば 英网 金融が じ 於て は 猶太 人の 勢力は ま，、」 して マ ー チ* ント •バン カ ー の 方面 じがし、 化は 


殆んで 見るべき ちの 無き が 如くで あるけれ ども、 なじ 一八 一六 年 じ英國 が' 金本位制を 採用して な ホ* 
せ界的 重要 巿場 VJ G る じ まつた 倫敦 のを お巿場 (bullio 己吕 ark を) の 方面は 閑却す る こごが 巧來 ない の 
であつ て、 ボ — ^ •アインチヒは 左の かく 述べて 居る 0 
r 英岡銀 巧 巧 じ 於け る 卓越した 猶太 人の 勢 方を 論ずる 者は、 英腐级 巧の 理事 中 じは 一人の 猶太 人 も 
がする ことなく、 ビッグ •フ 7 イゲの 重役の 中 じ も 殆んど 巧せ ざる こごをから ねばならない 0 を 銀 一 了 二め 
てす ら斌太 人の み 子は 何等 勢力 もを する ものでは ない 0 
事實 、猶太 人の 個人 銀 巧 家 じして 國際 的に 重要な 地 ホを ちす る ものは 五指を 屈する じ おりない 〇卽 
ち ロス チ ャイグ ド 父 モ商會 (N. M. R ミ hschi 己 & S 旨 ピサ ミユエ C モン タ L キュ 商會 (Samuel Montagu 
& CP) エム •サミ ユエグ 商會含 . Sa 吕 uel & C0.) セリグマン 兄弟 商を (塞 igman Bro を ers) 及び エス • 
ジャフ ユット 商を をぎ het & ca) 等 之で ある 〇而 して 大部み は 本質的 じ ホ 猶太 系で ある 〇倫敦 金融 
巿 場のを 方面を 觀て も、 猶太 人の 勢力を 有する 處 はを 銀巿場 のみで ある 〇外圃 巧 替巿場 じ 於け る 勢力 
も 株式 銀け じ 依る 外闕 巧を 事 おの 渡 張の 結 巧、 痛く 其の 力を 失つ て 居る 〇夕 くの 傑出した 衡太 人の 株 
式 取引所が 巧す る 如ぐ であるが、 之 も總計 すれば 少數 である」 〇 ( 註 セ〕' 

义ン ドニ i サロモン じかる ご、 「を 銀巿 場で 金の 價格 织定 じを おする 猶太 人は ロスチャイ^ド ー巧、 
サミ ユエが •モン タ— •ネ ユ商會 及び モカ， 夕 •ゴ ，八 ドス'、、 ッド 巧を ( gg をを み Q 01 を吕 J ろで あるが、 化の 
化 じ も 非 猶太 人 系の ピック スレ I •ア V 八 巧 侍 (pixley & A^bel ごシャ ープス •ウィ^キンス 巧 宵 (Sharpes 
& Wilki 虽ジ ，ン ソン •マブセ イ 商を (Johnson 客 atthey) 等が ある」 ど 云 ふ 〇 、 

而 して 彼は 义斌太 人のを 贷業じ も 次の 如く 言及して ゐる〇 


' -- §-■1. j • 

「御 太 人は 進んで を 巧 業 じ 化 要した のでは な < て、 每ろ 敎會 をび 國王じ 依つ て か 質した るべ <强 ひら 
れたのでゐる〇 卽ち生巧じ必要；^るべ き±地を所有するこ，こも、 ，キ ^卜の 1 員たるこ，/」も出ホなかつ 
たので あつて、 を货 業は 基督 敵 徒を がする 『カナン 法』 じ 化 b 禁 せられて おた が、 而も 其の 必要， こす 
る 巧は 颇る大 であつ た〇を こで 猶太 人が 巧 かる 必要を 充 をすべき 機關 となつ たわけで あり、 さし 迫る 
必 耍を充 たす 金穴 ごして 闽王じ 依り 利用 せらる る じ 至つ たので ある OJ ( 註 八) 

尤も 右の サ 。モンは 辭太 人で ゐ 6、 アインチヒ も 亦 猶太 人 s 傳 へられて ゐ るので あるが、 なじ マ ー 
チンは 極めて 率を じ 左の 如く 述べて 居る 〇 

「をは 猶太 人の 巧 有する もので あ り、 其の 個 格 決を はお 執 倫を 巧 場 じがて 巧 はれ、 而 して 化の 機能 
は 倫 致のを 銀 仲買人 やを 精錬 業者を 化 表する 一陋じ 化つ てが はれる 〇每锁 十一 時 十々 前 じ 一二つ の非猶 
太 系 商を の 代表 (シ *1 プス •ウイ 术 キン ス 商を、 ピック スン. 1 •アベ 八 巧を、 ジョンソン •マッセイ 商 辟) 
が 周知の 猶太 人の 述中 (モカ プ 々•ゴ ー 八 ドス ミ ド 巧を、 サミ。 ユ瓜 •モン タ 1** ユ 巧を、 ロス チ ヤイ 火 
ド 父子 巧會) 艺聖 スウ イジ ン衔 ( St . W えを in ぶ Lane ) の n ス チ''. イ八 ドの 事務所で 相を し 極めて 短 時 
間內じ 其の H の 余' 價が 決を せられる ので ある 〇故じ ロス チ* イ八ド 家が を 巧 場を ま 配す る こどは 疑の 
ない 事實 である」。 

更に 彼は 尙 ホの 事 貸を も お 摘して ゐる〇 - 

「世 ホの 一 一大を を网は 南阿 VJ 蘇聯 である 0 南阿のを 產 地は 殆ん でを く 辩太人 じ 化つ てま おせられて お 
るのであつて、 を鑛所巧をご しては ジョーこ.1061)、 バ ^ナト(历玲ロロす)，、ビート(梦5、ク^^フ ( Woolf ) 
等が 控ぇて 居る 0 


蘇聯 もホ該 事業の 首腦 じは をく の 猶太 人が 見受けられ、 疑 も 無 < をの 生 產 から 販賣 じちる まで ま 配 
して おる ので ぁる 〇 斯くて あ界の 金の 大部 巧を 所有す， る 亞米利 加 も、 金 離 的な 栽 ホでは 猶太 人の 勢力 
じ 依つ て 支配され て 居る こ ミ、 なる」 〇 ( 注 化) 

右の かく マ ー チンは 金融 おの 實際的 勢力は 猶太 人じ祥 す-、」 なし、 あじ 猶太 人の ダイアモンド 巿 場の 
塾 斷じも 言及して 居る 0 

之を 耍 する じ、 英网の 金融界 じめ て 活動す る 猶太 人の 數は 比較的 じ々 し， とはを へ、 其の キ ー •ポイ 
ント はを く 猶太 人 じ 依つ て把提 されて 居る*」 云 ふ も 過言では なから ぅ 0 - 

々なじ 金融界 じ 躍る まなる 猶太 人のを々 じ 就いて 述べて みょぅ 0 

ジャツク •パ 作ナト •ジヨ ，瓜 (Jack Barna す.！ 061) (一八 六 二 1 ) . 

南阿の 嚴 初の 開が 巧 セシ八 ，ロ ー ズ (一八 显 11111 化 〇二) の 競ず 者 どして 知られた バ ー ネット •ア 
イ ザックス •パ 瓜ナト (一八 五一 111 八 化と} の 邸で あつて、 金融業 者で あ b 、 南阿に 於て をく のを 鑛 
を 巧 有し' i‘ ヨー ネス プ^グを 同 お資會 社」 (Joha 日 nesburg Consolida す d Investme 日 t; CO.) の 社長で あつ 
て、 ダイアモンド 其の 化 じ關係 ある 四十 巧が のを おじ 投資して 居る 0 下院 講 員の ダッド ン ー • ジャック • 
バ 火ナト •ジ ョール (Dcdley Jack Barna を Joel) とは 化 巧 弟の 閒柄じ 化る と 云 はれる 0 
サ I •チャ ー 瓜ス •プ ゲィツ ド •セリグマン ( 苗 r Clmrles David Se 异 3an) (一八 六 化 1 ) 

ア X ずジク •セリグマンの 子で あつて、 ホ 岡の アルバ ー ト •ジ ョ七フ •セリグマン をせ 腦 VJ する 銀 巧の 
偷を 支店を 統率し、 其の 弟 ご 共 じ セリ ゲ マン 兄弟 巧 衙を經 なして 居る 〇义 彼は 「カマー シ ，，ル •ユ ニォ 
ン •アッシュ ア ランス 巧 社」 ( C0 3 mere 堅 Union Assurance 00」 . や 「トシ 3 ナご ディ スカ クント •カンパ ニ 


!」 (National Discount Co.) の 重役を も 兼ねて 居る 0 ' 

其の 化 彼のを 職を 觀る じ、 一 化. 二 一年 じ 商 おお 輸出 信用 部の 諮問 委員" 一九 sill 年な 巧は 商務省 海 
外が 滿 を 議の 一貢 じ 巧せられ、 一九 一一 一四 年ょり 對日 滿诸樂 聯盟の 一員， とな り、 化の 化 一九 一二 一年から 
一九 一二 八 年を 坡太 利總 領事 じ も 巧せられ た 0 . 

モン タ 1, ネュ •コン ブト •ノ瓜 マン (一八と 1 1 ) 

ユフ - H イチ •ノ^マンの 長 典で、 一九 二〇 年な 巧績 いて 英蘭銀 巧の 總 我の 地位 じ 巧り、 巧 期 ニヶ 年 
の 原則を 破つ て、 實權を 掌握し、 事實 上英國 政が のか 欧化 策を 左を しつ^ あるか じ 見ぇる 0 
ジョン •ガン サ ー じ 化れ ぱ 、を 輒 問題の 才能は 驚くべき ものが あり、 英蘭お 巧で 第一人者 である ご 云 
ふ〇 然し 殆んで 人 ど 面接す るを 帮 つ、 ある こ- /J 恰も 支那 じ 於け るサ ー •ゲィ クタ I •サッ ス ー ン どのた 
る 所が ゐる〇 

フレダ リブ ク •ダヴ ドンー •サミ. ュエ少 (Fre を riok DC 己 ey wa 吕受 1) ( 一八と と 1 〕 

ジョセフ •サミ H ユ^の 子で をる 〇 一九 〇 一年ょ ち 一九 〇 二 年を 阿弗利加 戰 役じ褒 加し、 一九 一四 年 
から 一九 一と 年 迄 第一み 軟洲大 戰じも 加は つねが、 今や ユム •サミ ュユ八 商會の 重役 艺 して 活動して 居 
る 0 右の 商を は、 ロス チ ャイ V 卜の 資本 系なる お 油を 社 ロイ ァ T ダッチ (Royal Du す 互 どの 提携の 下 
に 極めて お 力 どを はる/' 「シユ 八 運送 資易曾 社」 (she 己 Transport; & Trading C0.) じ勒 して、 n イゾ 
度 行 VJ 共 じ 巨額の 資本を 投下して 居る々」 云 はれて 居る 〇 . 

サ ー •ァ少 バート •ブタ ー ン (宙 r -Albert m を 3) ( 1 八と 八 1 ) 

ジュ ー ムス •スタ ー ンの子 どして 生れ、 ミッドランドが 巧の 重役で あ 6、 且 スター ン 兄弟 巧 巧の 社長、 


ガープ4ァ ン保險會社の重役等をも兼巧して居る〇 • . 

ジでラ 火 ド •グフ T ス •アイ ダブ クス (Gerald Refum Isaacs ) 《一八 八 九 —— ) -- 

旣述の如ぐ第 1 巧 ンブディング侯、 フ7ス*ダ ニ 产八，7イザ》ク ス のモである〇 卽ち第二化ンブプィン 
グ侯 であ b 、 マ八ブ ，ンス 銀 巧 ( Mar なス m Bank ). の棄 役で ある 〇 其の 妻エゲ T •ゲ T イオ レット (Eva 
V ミを は 第一 巧メ； ット 男爵の 娘で ぁ b 、 從 って VI クレィス 銀行の 壺役 じして 且 「帝 网化擧 工業を 
社」 ( I3per 堅 ohemical Imistry ) や 「加を 陀闽際 ニ ッグ 术會 お」 ( Inter 夏 tio 夏 1 Nickel C0 . of oa 夏を) 
「パン スタイン 電氣會 社」 ( p とを tine 田 lectrio Corpora ユ 旨) 等を 支配しつつ ある 第二 代のへ ンリー •メ 
八 ケット 巧 巧 (Henry Melch を t ) ごは 義兄弟の 關係 じある 0 . 

タチ ュア 1 卜 •ァ 八バ •ート •サミ ュエ八 •モン タ 1 ゲュ (stlmrt Albert Sa 吕受 1 Montagu ) 

(一八 か八丄 ■ 

ラィオネ^ •モン タ ー’*ュ の 子で わ b 、 旣 じな 治の 項 じ 於て 述べた 巧の 第一 化 スウ" イス リング 卿の 
なでを る〇 ケンプ リッ デ 大學の おみで、 上院の 一員で あ ち、 サミ ュュ瓜 •モン タ ー 午ュ商 會を經 をして 
居る 0 、 

ナ タニ エ少 •メイ ヤ ，•グ ''クタ ー •ロスチャイ^ド ( z を haniel IVTayer Victor Rothschild ) 

(一九 一至 

滞 じ 述べた 所の ライ オネ作 •ロス ナャイ 八 ドのを 孫 じ當る 〇卽ち ライ オネ 八の 子が ナ タニ エ少 (一八 
四 01 1 九 一 五) であ り、 其のみ 巧が ナタ ニュ^ •チャ ー ^ ス (一八と と 1 一九二 一二) であち， 其の後 
渡 巧が ナ タニ エ八 •メイ ヤ ー •ゲィ クタ I •ロス チ ャイ 八. ド 男爵で ある 0 


t 


彼は 巧學 者で も あるが、 エヌ •エム •日ス チ ャイグ .ド 商を の 社長で、 ライ オネ八 •日 ス チャイ^ドの 一二 
巧 レオ ポ八 ドの 子 ライオネ ^ •ネ ザン (Lionel za を 旨) 泛ホじ 同 商 曾を 統率して 居る 0 

巧み じ 同 商 巧は ジョンソン •マ， セイ 巧 曾と 同じく お屬 のを 精鍊 所を 持つ て 居る 〇而 して 一般 じ ロス 
チ サイ 八 ド 家は 石油、 保險 、海運 等の 方面 じ 投資を 巧って 居る ので あっで、 就中、 其の 資本 系統の 中 じ、 
なつて 「ロイ ア八 •ダ ッチ」 のかき は 致も顯 をなる もので あらぅ 〇品祿 一、 を 毀 


( 謹 一 〕 Wern 驾 So 吕 bart : *rhe tJews and modern capitalism 、 London, 191 ド (Tr ■す Epstehl) 

(註 一一 ) Arthur Ru 召 in: The Jewish Fate and 巧 uture, London 、 1940. (Tr. す E. W. Dickes) 

(SI 二 ，) George W •田 dwafds" The 田 volution を Finance Capitalism, London, 1938. 

( 註 四 5 户 N. 巧 ield: Facts about さ e Bank of England, 2ew Zealand, 19 兹 . ’ 

(謎 お) 巧を度 『を dag" JTud 空 Beherrschen 田畏 land* 屏 run- 一 送 9. 

( 課 六 ) Salo Witt 吕 ayer 梦 ron" A Soc 堅 and Rel 晋 OCS History of the Jews, New York- 1937. (VOL 2} 

( 註 セ 〕 Pa 口 一因 旨が " Th。 *Iews i 日す ternational Ban 苗 ng. つ * The 堅 nk さ、、 〇ミ； 一资 3) 

( 謎八 ) sidsey Salomon" JTews ©f Britain. 

( 註 か ) M. G. Marchin" Britain's Jewish 巧 roblem. 

お、 經濟諸 部門に がける 勢力 
^ 商業 ' ' 

猶太 人の 勢力は 巧 業、 特に 巧 巧 店 や 通信 販寶店 S 共 じ 近 化 企業の 資本 集中 じがつ て をれ た經を おお 
ねる 速が 店 (chElin W す re. Mu 吉 pie sh 召) の 方面 じ 之を 觀るこ S が 出 巧る 0 ‘ ' 

I .■ 一 ' ... ミ ぉ ，- 


シご 1 1 サロモン じ 化れば 英闽 じは 約义 十二 圓體の 大きな 連銷 店が あち、 其の 資本 總 額は 一億 五 
千萬磅 であ b 、 其の ま 店は 撫數約 二 萬と 千 五 巧 店、 ル賣 店の みで も 巧 お、 同國小 賣賣上 高の 約 二十 一 
バ ー セントを 占めて 居る ご 云 ふ〇基 一) 而 して 彼は 英閔の 速 鎖 店の 中で 最も 重要なる ものは、 連鎖店 總 
資本额の約ーニ十バーセント (四千六巧お磅) を擁するお服業の方巧であら、 巧が间じく約十ろパーセ 
ント (一一 千 四百 萬 お) を 占む る 雜貨の 方面で ある ご 述べて ゐ るが、 前者 じは 猶太 勢力は 殆んど 認めら 
れな いが、 後を じ 於て は 之を 觀る こどが 出來 ょぅ 0 
卽ち 化の ホ 面での 玻も 大きな ものは レゲ T 1 •ブラ ザ ー ズ •アンド •ユ ニン ゲァ ー (Lever Brothers & 
U ミ ー ミ さ， L を.) でを るが、 化の 集 岡は が 關の巧 社と 協力して 欧洲 や 英ホ國 の石齡 、人を パク ー、 精細 
等じ關 係して 居る 〇 而も 化の 商社の 副社長は 御 太人ゲ アン •デン •バ ー グ (van Dan Bergh) である 0 
同社は ォー スト ララ シア、 南阿 反び 西 阿弗利加 じ 於け る 約 一二 百 じ 及ぶ 會お をを 配しつつ、 小賣の 方® 
じ 於ても 英國の 阿 十二を 赴じ關 係が ある ど 云 はれて 居る が、 をの まじる ものを 擧げる ごみの 如くで あ 
る。 

ホ 1 ム •アンド •コロニア 瓜 •ストア I ズ (ffio 吕 g か 0 己 旨 堅 mtggg- L を」 

アラ イド •サブ ライア ー ス (を lied muplpliers) 

メイ ポ 1 ル •ダイ アリ I •カンパ ニ I (Maypolo Diar 》 CO .) 

9 プ トン spton - 尸 を」 ' 

右のホ1ム《ア ンド《コ n 一ー ア ル',ス トアーズの如きはユ ニ ンゲ7—のグ ^1プじ化つてと卜と巧五千 
の 株式を 支配され て 居る ど 云 ふ 0 y 


. > I / 

其の 化を 類の 卸 質 反び 小 賣じ化 率す る マック •フ" シャブ ー ス ( g 0 o a をの 互を) も 直接 該グ フの 
支配 下 じな つて 卜 01 ル 船 や 流し 綿 漁船 除を 所ち して 居る 0 • — 

巧 じ 夕補夕 榜の商 おを 化 巧 ふ チ'- 1 ン- こして に、 均一、 巧ゥ ー 八ヮ ー スじ ホぐ もの， ごして 猶太 系の マ 
1 クス •アンド •ス ペン サ ー (Marks & mpencer L を」 を 見出す こ ミが 出 來る〇 之は 約 二 巧 九十 二の 支 
店を 統制 ま おし、 一九 S と 年 じは 百 六十 巧 二 千 四 巧 お 十磅の 純益を 擧げ 、四 割 二を お 厘の 配當を 行つ 
た W 云 はれて 居る 〇 、 ■ 

化の 商社の 株式 資本は 一二 巧 か 巧と モ ーニな 六磅 でぁつ て、 其の 社長は 御 太 人の サィモン •マ ー クス 
(Simon Marks ) であり、 副 社を イスラ エグモ ー ゼス •シフ G 學 ael Moses Sie 巧) 重役た る バリ ー •サ 

ヵ ー 话 arry を ch さ) 等 何れら 搁太 人で ある 0 

を じ 泮服化 立の チユ ー ン としては モン タ ー •ネュ •バ ー トン (Montagu Bu 江 on) が ある 〇 之は 六 百 二十 
一の ま 巧を 所 おし、 資本金 术百十 お r 千 二百 赌 、一 化 一二と 年の 純益は 九十 S 萬の 千 八 巧 五 磅でゐ つで、 
袖 長を 增 fc、 こして ナイトた るサ ー •モン タ 1 ぞ-ュ •モ ー ブス •バー トン (sir Monta 省 IVia 己 rice Burt; 0 3) 

である 〇 

巧 < のかく 速銷 巧の 方面 じがて は 御 太 人の 活動を 贼る こ*」 が 出 巧る ので あつて、 シド ニ ー •サロ モ 
ンは 「チ ン •ストア ー の 巧 本の 恐らく 八 かの 一が 猶太 人の 所ち じ 係る」 もの*」 して、 努めて 之を 過々 
じ評臂 しょぅ どして 居る ので あるが、 M •G •マ ー チンは 特に 織物 巧 方而じ 於て 御 太 人が お 面 じ ホつ こ 
ミが G く 中 も 莫大な 宵 本の 投下 じがつ て 巧 盛を 得つつ ある こごを 指摘し、 「猶太 人の 資本が をく おせ 
ら 化て 居る 數 多の 支店を をす る 巧 店は、 ル 商人 じ VJ つて 由々 しきが 雪 ある こごは、 巧み 明らか じさ 


巧 0 

れ た事實 でみ る 〇速銷 巧の 巧 巧ず る 化 源じ對 おす， る ことは 如何なる 小 巧 人と 雖も 期待し 得る ものでは 

ない 〇义 速斌 店の 用 ひる 或る 戰略 じ對し 正面’ こ 向つ てが 銜し得 るら ので もない」 ど 述べ、 あじ ホ 商、 

が述斌店のが力じ腿倒され つ つ ある實例として、 ジョン》ヒ火トン あ授じ化つ て - I ユース《ク0 ニクレ 

紙上 じ 引用され わ 左の 如き 興味 ある 敍述を 示して 居る 〇 ‘ 

「或る 氣の 利いた 巧 動的な 一 婦人が 巧を 和 じ 反物 店を 持つ て 居た ので あるが 彼女は 人を 引きつけ る 

やぅ。 化乂 なを 見つけて は、 之を 優れた 陳 刻を をのす る ものにす るのを 例ィ J して 青た 〇を レて 附 なじ 

大 商店が 出 巧る まで 暫 らくの 間は をぐ 都を ょくやつ て 居た ので ある 0 

するど 彼々 が一 化 入 おを 此の 地方で 人 お ある もの じする が 早い か、 大 商店の 化 入 係は 巧の 化乂 なじ . 

就いて な义取 商人を つかまへ て、 数 巧の ホ 文を 巧つ たので ある 〇 がし 其の 注文 ど 同時 じな 义取 6 巧 人 

の 巧は 巧の 小 巧な じは 品物の 化 給を 止める ごい ふ 契約が 附 いて 居る のでを る o ' 

其の 結 おごして 如何しても 化の ル 巧 人は 鹏 おされ、 賣 出すべき 品物の 缺 さの 爲じ 閉店を げ愧な < さ 
れた OJ 

之を 要する！- 猶十 人の 商 革を じがけ る潛 勢力は 毫も 輕視 すべから ざる ものの ある こどは 審實 であ 
らぅ 0 

W 巧險策 

猶太 入の 社を 的 犯罪 じ 就いては 豫 てょ b . 論講 されて 弦る 所で あつて、 就中、 破を 法 やが 赴 法の 述反 

が じ お 險金詐 恥 等が 舉 げられ て 居る 〇例 へば レォ ポル. ド リス. (L さ pos 田 arris) じ 化る 飢織 のな 火災 

巧 隐を部 おのず かは を < 世 がをお 動せ しめたので あつたが、 か 命巧險 じがて は斯 くの かき 例は おんど 
/ 

■ » 

« 

- - - - ■ - - 1 ミ ミ ぶ - : ミ i * ! 


認められて 居ない 0 . 

斯くて 保隐轉 社は 猶太 人との 契約を 巧絕 する こご 夕」 なり、 がつ てぺ ー タ ） •ア^ダ ー グ博 ± じ 依れ 
ば、 なじ 御 太 人の 機關 ごしで アライアンス •アッ シュア ランス (を liance Assurance C 0 .) ご ダ ー ディア 
ン •イ，スターン ，インシュアランス scardiall eastern l^nsurance) の 二社が誕生した ，こをふ。 

前者は 認可 資本‘ 五 巧 四十 五巧磅 、巧の 社長は 敬 太 人 ラ イォ ホ 八 •ド •ロスチャイ^ド (Lione 一を 
Rothschi 妄 でぁり、 重役の ビ ー ア ステ ヴド卿 (Lord Bewrs 系 d) 及び ロ ー ダ V リ ー 卿 (Lord Roseberry) 
總支祀 人の ュ ー •ンゲ < ン (A. Lev す e) 等が 何れも 猶太 人で ぁつて、 其の 支配 巧 社と しては 足の 如き も 
'©が 舉 げられ て 居る 0 

巧 oyal parsers and Genoral I 百 mura ヴ ce CP 
す ovi 日 Cl 色 insurance Co. • 

墅 op Fire office. , 

Shropshire and Nortli Wales A-ssurance Co. 

W3perla 二 nsurance Co. 

I 吕 penal JJI。 I 口 surance Co. 

> 己 la ジ ce Mar 吕 e w 口 d General A-ssurance CP • 

Provide 日 t Liife ofRce, - 
巧 nonomlc Life A-ssurance Co. 

义がおは資本を巧萬磅でぁつて、 其の重役陣じはホザ ン'，ラスネ (^^athanLaski)、 ュ1*ジム1べブ 
シャ (A. J. E 色 isha)、 サ ！• パ 1 卜 •ジュ ッセ 八 大佐 (sir Herbert Je 竖) 、エス •ジム— •コ！ エン 


を J.oohen)、 モン タ 1 * ネ L •グ^ 子ソ クス タイン (Monta 巧 G suckstie 星 等の^ 人が 地位を 占めて 盾る 0 
次じカマ 1 シァごュ ニオン*アッシュアランス 脅社 (comserdal Unbn A^ssurance CO.) が をゎ、 其 の 
認可 資本は S 巧と 十* 丸 萬 破、 而もを の 取締役 じは ザ ー •ジョ ー ジ •シャ スタ ー (sir George 穿 hus す r) やサ 
1 •チャ I 八ス •デゲ 1 ツド •セリグマン sir Charles David 窒 ig3 ぎ) 等の 猶太 人を 擁し、 次の 如き 支 
配 食 社を 持つ て 居る 0 

Nottin を amshire and midland Fire す surasce CO. 

Mtrall:s Fire Inmcra 日 c:e Co. 

West 巧 ngland ち ire 》nd Liife Insurance Ca 
、 。〇 lonial A^ssurance Co- 
JAXOident: 一日 surance 〔9 
British Genera- Insurance 。9 
も dmburgh A.sscr が nc6 Gp 
Matio 口 al Insurance CP Great 历 ritai 己 . 

.Palatin こ nsura 日 ce Co. I 
cnlon wnsurahce Co. 

West of wcotlano I nwcrancecfKce. 

00 ean A^ocldent ard ccarantee C 0 rp 01 *atl 03 . 

あの 巧で ブ ブ ティ ツシ "•ゼ ネラ八 •イン シュア ランヌ 巧 社は 义 左の 諸 巧 社を 併を、 統制して 治る 0 

% 

Nor を ern 田 quitable insurance CP \ / 
Cosmopolitan insurance corporation. 


London and IVndland Insuranoo Co. 
wrltlsh and 民 uropean ssuranc 巧 Co. 

ご。 nal A. oddent compensation Co. 

斯 くの 如く 狮太 人は 敎夕の 保險轉 社じ關 係投寶 し、 其の 额正じ 一二 億圓 じがぶ ミ 云 はれる 0 

巧上は何れもァ 八ダ）グ博十.の述ぶる所に據つたのであるが、彼はぉじ資本金五百巧磅じして、英國 
の 二十 一二 じみぶ 同 稀频の 事業を で 配しつつ ある n ン ドン •アンド •ラン ヵ シャィア ー 保 隙會社 (London 
and Lancashire l^nsurance ca) の 取締役た る •モ ー ゼンタ 舌. 巧. Mo を 己を ろが 猶太 人で あ 
り、 資本 お 百巧磅 のが 上 化 險を社 (M を ミ Insurance CP) の 取締役 K •モ ー ゼンタ (E. A. 
Minthal)、 ノ 'ろ ッチ •ュニォン 生命 化 險巧社 (Norwich Union Life I 己 surance CO」 の 垂役モ I リ 
ス • ス タ ） ン (Maurice! mterll)、 ス テ ー トが險曾社の巧力者サ1« H ヮ1 卜》 ン ゲ<1 (sir 因与ち* Levy)、 
或は 义ゴ ，シュン (Goschen) の一嫉 等々 悉く 猶太 人た る こ VJ を 指摘して 居る 〇 ( 珪一云 
w が 運 業 

が 運 業の 方面では 何 ご 云 つても ュラー マン 家 (臣 lerman) の 勢力が 絕大 である 〇英网 の， 海 迷 ホでは 
十八 社、 一一 音 六十 一二 雙を 巧す るピ I •ォ ー 系と、 二十 二 社、 巧 六十 八を をち する ロィ ア T メ — ^ 系、 
古社、 八 主 袋を 所 かする ホ 术卜ち ホに 七 吗百 一二 十五 雙 、六十 四 萬 四千 覃ハ 十六 總喃の エラ ー マ 
ン 系が 蒂 はれて 居る 0 

卽 ち' エラ ー マン 系 じ おする ものと しては 巧のと 社で ある 〇 . - 
Ellerman 尸 ine ッ Ud. 一一 一隻、' 1 态お百 匹 十四 總嗯 


Ci す Lin 夕 Ltd’ 

迈 all Lin 夕 Ltd. 

国 ler 吕 an & Buck 己 all s . s . Co., Ltd. 
巧 ller 呂》 ス s vVilson Line, Lt;d 
Westcott & Laurance. Line, Ltd. 

巧 ller 吕 an & Papayanni Liines 、 Ltd. 


十五 隻 、十二 萬 九 千 お 巧 九十 1 總囉 

四十 八隻、 S 十 S 萬 二 音 九十 お總顺 ’ 

十雙 、おお 九 千な お 十四 總曠 

二子 六雙 、お 萬 S 千 巧 六十 四總順 

一 一隻、 四千 一音 九十 四總顺 

二十】 雙 、お 萬 六 千 八な 二總順 

而 して 其のを 腦は御 太 系の ユラ ー マン 家で あるが、 其の 基礎を 築きし おは 實じ 一九 一二 〇 年じ沒 した 
所の サ ー •ジョン •ユ ラー マン (留 r John 田 ller 吕 an ) であつ て、 ァ八 ダー グ巧 十の 指摘す る 所 じがれば、 
彼は 酸 造 樂ゃ新 脚み にも 勢力が あ b 、 ご 一千 六な 六十 八 巧 四千 化 百 九十 四 磅の逛 をを 敝 巧した 現當 まの 
エラー マン も 亦 傑物で あ り、 釀造業 やお 版 業 じ 投資して 居る ど 云 ふ 0 
曲の H ラー マ ンぶは前記よ社を支おするな外じも巧のかき倫をじ於ける諸食おを所巧或は支配しつ 
つ ある 0 

A.U 芭 ey Tru み Ltd. • 
wrewery & C03 3ercialInvest3entTrust,Ltd. 

Debent;ure securities Investment op. Ltd- 
London oenera 二 nvest 吕 ent づ ust. Ltd. 

ssrga す TV 泛 t, IJtd. 

United Disco 旨 t & Securities Ca, Ltd. 

A 己 &ey B 江 tish 1 ： 弓 est 吕 ent, Lt;d. 


旨 gm 旨 Prope 其 y " Tr 夏、 客. ' ' 

'Lon を n wubl 誓畏 C ぞ Ltd. ('s 四) 

7 エ 業 (映靈 工業、 其の 他) 

映靈 工業 サ ー •ォ スヮ 八 ド •モズ レー のま 宰 する 週刊紙 アクションは 巧 岡の 映霸 工業は 全く 猶太 人 
の 手中 じだる こ イ」 を 摩 々報道して 居る 〇事實 英网の 映 霞は 义 岡の ホ じ 比べて 著しく 見 劣 b のす る もの 
でを b、. 國際性 じ 乏しき がかくで あり、 化つ て英网 じは ー ホ じは ホ 网の涧 太 資本 じ 化る 映畫を 社、 例 

へ ぶパ ラ マ ゥ ン ト《ブ リ ティ ッ ン ュ 、 ゥす！ ナ1»プラザ1ス、 フォックス》ブリブィシュ、 フ^—スト^ナ 
ショナ 瓜の 如き ものが わ ゎ、 视方 じは ゴ 1 モン •ブブ ティッシュ 、ォダえ ン •シア タ—ス > アッソ シエ 1 
テ ド •ブリ テ- ッンュ 等の 純が たる お闽 系のを 社 も あつて、 をく の 猶太 人の 獨占舞 臺ご云 ふことは 出 巧 
ない が、 御 太 人 じして 么等諸 倚 社の 肯腦 ごして 活動す るを も 相 當見巧 けられる 〇 尤も ン ドニ ー •サロ 
モンは すの 如く 辯 明して 居る 0 

「英困 じがて ゴ ー モン •プリ ティッシュ や、 ォ デォン •シア タ ー スや 、他の 重要な 脅 社が 猶太 人の 支 
配下 じ 在り、 或は 义紙太 人の 重役を がする ことは 率實 であるが、 巧网 の映盡 ホ じ 於け る 强もお 力 人 
物ょ •スコット ランドの 辯 謎 ± の ジョン •マ クス クュ术 氏 (John' sax 弓么 一) で、 彼は ゴ ー モ .ン •ブ リブ ィッ 
シュの 重役た るの みならず、 其の かじ 位ず る 最大の 會社 アッ ソン H I ブド •ブリ ティッシュを もま 配し 
て 居る 〇、 反觀太 主義を は 御 太 人の 藍 役 又は 巧 かなが 太 人の 仲間を お 甘ざる を 社 じがて すら 巧の 巧 後 じ 
は 猶太 人が 支配して 盾る どま 張して 居る 〇 若しが かる ま 張 じして お當 ならば、 吾人は 猶太 人のを 役を 
巧す る 映蒂を 社では 株式 支配の 大きな 割を が 非辭太 人の ず 中 じな 6、 且殆 んで總 ての 倚 おじ 於け る 重 


役の 大多数は 非 猶太 人で ぁる VJ 云 ふ 樵 利が ぁる 譯 でぁる OJ ( 注 五〕 — 

論 あ 或は 映靈 なる ものは 御 太 人 じ 化つ て 反 獨宣傳 の 手段 ミして 用 ひられる 所の ものである ご 云 ふ 
か 其の 當 巧は 暫らぐ 措く どしても、 二大を 社た るゴ ー モン •ブ リ ティッシュ (Goumont I 哲苦 堂 巧び 
オ デオン •シァ タ I ス (odeon Theatres) は 共 じ 猶太 人の 左右す る 所 VJ なつて 居る 〇ゴ ー モン •プリティ 
ッシュ は 一九 四 一年の 包 立 じ 係^、 猶太 人 イシ ド I ル •オ スト ラ ー ( J 堅 弓の Q き 隻を 社長’、」 し、' マ I 
ク 及び モ 1 リスの 實 弟を 重役 ごし、 デンマン •ピ クチャ ー •一; ウス、 ゴ I モン •コンスト ラク ション 、ァ 
イデア 术 .フィ 弁ム 、イ レクト リカ 处 .フ *ノ .フィ 八ム 等の 諸 食 社 や 幾多の 直 營映畫 館を 支配して 居る 0 
ぺ1夕1»ァ八ダ？グじ化れば 一 九吉も年度のゴ1モ ン •ブブブィッシ ュ の純利爲は五十六萬一 千と百 
一磅 じして 特別 賞 巧は 十と 萬 八 千と 巧 五十 磅で ぁつた ご 云 ふ〇オ デオン •シ ァタ ー スはバ I ミン ボム 生 
れの猶太人オ ス ヵ 1 »ドイッチ ュ (Oscar Deutscs を社長どし、 其の麗巧じも夕ぐの猶太人がぁり、 八 
十四 じ 及ぶ 映蒂 館を 持つ ご 云 はれて 居る 0 

其の牠フィ少 ム .プ 。 デュ1 サ1 ごして の猶太人イゲォ， ル .ゴ J 瓜 ド ス ミ ッド • サ ミ ュ エ ル • モ ン タ — 

ぞュ (Ivor 00 一を 呂 id wasuel MOIltagu ) も 著名な もので あらぅ 0 

一 化 じ 猶太 人の 經巧 する か 業は 其の 使用人の 酷 化が 論講 されて 居る ので ぁるが、 M ，じ •マ I チンは 
彼等の 專ら掌 あす るげ を 工業 こを 贿使 衙寶 から 遠から ぬ ものと し •「化の 化ず の 巧し くが 勞せ しむる 
性質 及びげ 誰を 社 所有者の 備 ける 利益を を 厳す るが は、 化の 被 履 人の 勞働條 件を 相當 じな 善す るのは 
難 かしい 當 はない と 想が される であらぅ」 と 述べて 盾る 〇 r 过 六〕 

巧の 化 ■な 上の 他、 化が 工業界では 猶太 人 じして か 業 家で あ b 、 巧學 おで ぁち、 ジオ ニス ト肯 導 者 


である メ於ケ ブトが (Lor-d g 化 rthett )、 卽もサ ー • アグ 7 V ッド •モ ブッッ •モンド (sir を fr を M をな 
Mon ろじ 化つ て プラナ ー •モンドを 社 ( 访 runer, Mond & C 0 .) や /, ベル エ業、 ブブ テン 染料、 を同ア 
ル ヵリ 等の 訊を 社が 統合せられ で、 一九二と 年 じ 誕生した 帝 岡化學 工業を 社 (I 吕 口 巧 堅 姿 e 吕梦ご n- 
dustr 夏が ある 〇 1 を 二〇 年 十二月 彼の 死す る や、 まの 事業は 第二 化メ； ット 卿、 卽ち長 巧の 上 
院議 員た るへ ンリ 1SR 爵 の承繼 する 所 SGb 、 彼は 世界的な 工業 家と して 今や 左の 諸會 社を 支配 下 じ 
置いて ちる 〇 

Amalgamated Anthrache Co 岂ち i 霞、 尸を " 巧 式 資本 九 巧 お 十萬磅 

Bar 么 aym Bank, Ltd. 

I 吕 per 哲 ohemical Industries, Ltd. , が 式 資本 化 千 お 百萬磅 ’ 

す d 島 r 堅 Finance and す vest 吕 e ま Corpo 曼 i 旨， Ltd. 

Interimtion 色 Nickel 00 吕 pany of CanadEi, IJtd. 株式 資本 化 千を 弗 

Mond 資 affoi-dshire Refining Co 吕 pany. Ltd. 

Palestine 田 lec す ic corporation 、 ドを . 

Power-Gtas corporation 、 IJtd. 

Sou さ資 affordshire sond oas Company, Ltd. 

Thais Hou 菜 St;a 京， Lt:d. ' 

次 こ 3 油 工業の 方 では 箇 太ん じして ビ ー ア ステ ’ ド子衙 .{viscolmt Bearste ろた るゥ ォ八タ ー •ホ 
レ ー ス •サミ ュェ八 (wal を r Horace Sa 吕 uel) を 社長， こし、 同じく 御 太 人の す 一 • ロバ ー ト •ゥょ ー ブ 


!• nlH シ (穿 Robert Waley Cohen ) を 重役 ごし* 貝殻の 商標を なて 化界 じ' 名， ある シユ r 述送貿 
易を お (shell Transport and Tra ら 島 CO .) が ある 〇 此の 供 社は 第一 化 ビーァ ステ プド 子爵の サ ！• 
マー ヵス •サミ ュユ八 (留 r Marcus Samuel) じ 依つ て 一八 九と 年に 資本を す 八十 萬磅 をな て 設立 せら 
れ 、更に 一九 〇 と 年 じ ロスチャィ^ドの 資本 系た る お 蘭の n ィ ャ^ •ダ ッチ ごを 併し、 络 巧 大戰中 じ 
は英國 海軍の 爲じ 多大の 貫獻 をな したが、々 や 世が 巧な 大 石油 會 社*」 して 數 多の 會 社を ま 配し、 君臨 
して 居る 〇 

最後 じ鑛 業の 部門を 觀る じ、 南阿 聯邦のを を 地は 殆んで 全ぐ 猶太 人の 掌握す る ものなる こど じ 就い 
ては 旣じ 「を 触界じ 於け る 勢力」 の 項 じ 於て 述べた 〇卽ち 南阿 鼓 初の 開 お 者は セシ^ • n— ズ である 
が、 其の競ずをは實じ網太人バーネ，卜*ァィザプクブ》バ ^!^ナトでゐり、 巧後英國系の猶太巧、ょ相巧 
いで 化の 地 じ 進出して 行つ た〇巧 くて 彼等は を鑛や ダィァモンドの 採掘 じ觸 手を 伸ばし、 ボー ァ戰ず 
ょり 第一が 世 ホ 大戰じ まる 十 年間は、 ボ ー ァ人の 猛烈な 反抗に 遭ク たが、 今や 巧び 觀太 人の 勢力下に 
在る ものと 觀られ るので ある 〇 がして 經濟の 中、 む 地た る ョ^ネスブ^グ ではを 住民の 二十 五 パ ー セン 
卜が御 太 人で あ b 、 べノニ 巧の 如き じ 至つ ては 其の 巿を も铜太 人で ある. yj 云 はれて 居る 〇 されば 「ョ 

ネス プ瓜 ダ」 を 「ジュ 1 ブ 八グ」 夕」 稱 する 者 すら わるので あつて、 彼等は ダ.，^ ァモン ドエ 樂> あじ 
進んで は 同化のを 融 ホ、 外 阿ち 易、 新閒界 等を も 支 おしつつ ある ご 云 ふ 0 

セシ^ .01 ズ と共に ダイアモンドの 踩 掘じ當 つたのは が 太 人ア八 フレタ ド •ビ ート (とずを 历 のちで 
あつたが、 其の モサ ー •ア八 フレッド •レ ー ン •ビ I 卜 (留 r Alfred Lane Be さは 化然幾 をのを 鑛を巧 巧 
し、 化 男爵で あら、 鐵 道を 社 じも關 係して ゐる〇 






も s - 社た ¢—4 で#， 一 る 賓 il BP - iJj llp lf ち こ ■ -- - 毎 Iw ま。，： ！ 這 己 

(託】) 留 dney Salo 吕 on " The Jews of Britai 戸 • 

(或 二〕 M. G. Mure 式 n: 历 ritain"s Jew 昏 Problem. 

(謹 一 云す ter A . 乙 ag " tl&en 梦 herrschen 因 己 gla 日 d . 

(註 四〕 3 3 

目 本 郵船 株式を 社 編 「裤 運を 經濟 調を」 

(註 お〕 Si を ey Salo 目 on" "The Jewm of Britai 日 • 

(託 ホ〕 M. G. surchin: Britain's .Jev7 昏 Pro 空 em. 

し ハ、 •通信 及び 新聞 事業界に 於け る 勢力 

嘗て ナチ ス黛 新聞 班長 オットー. デイト 9 ッヒは 「戰 ずろ み 和が を錯 して おた 十九® が じあつ て 世界 
の 通信 組織を 支配して 居た ョ In ッ パの 大 通信社は、 悉く ユダヤ人の 劍設 じか かる もので あち、 而 
も 殆グ」 其の 查 部が お 引 所 通信 じ 關聯を 巧して 居た 〇ヨ 10 ツパじ 於け る最を 嚴大の 通信社は アグ" ス 
通信社で あるが、 同社は 一八 一二 お 年 ユダヤ人を 父 じ 巧つ シャ •^イ .ア バスの 創設した もので あ 
る OJ W 蜗 破した 〇 〔 註 こ - 

一般 じ® 界 的な 大 通信社 •こしでは、 前記 佛蘭 西め ア 'ゲ T ス (Havas)、 英國 の^ 1 タ ー (Reut 驾) の 如 
き 猶太 系の ものと がんで 义國の アツ ソ シエ ー ブド •プ ンス (. al 资〇 色を ed Press, A. P.) 及び ユ I ナ イブ 
ド •.フン ス (urlited 思 ess、 U. P.)、 獨 逸の デ I •エヌ •？ 1 百 さ t 沒 h。 2acllrichten Buero, D. N. B.)> 
伊太利の ス テフ/一 (Stef 旨 0、 蘇聯の タス (Ta を、 n 本の 同盟 述信社 等が 擧 げられ て 居る 0 
右の內で英网の ^ —ターこをは ロ イブ 八 ごもまはれ、 猶太人ポ ー ^ • ジュリ ア ス《 ゲ* ン《 1タ ー巧爵 
(Paul J ら ius von Reuter) にがつて 削設 された 0 彼は 一八 二 一年 じ カッ セグじ ホれ、 一八 九 化 年 じ ニ ー 





スじ沒 したので ぁるが、 先づ 通信社を む 里 じ 創始し、 一八 五一 年 じ 偷敦じ 本 操を 移し、 終 じ 世み のな 
大 通信社たら しめる ことが 出 來れ〇 化の 述信 社は 現な では 下院 證員 じして 其の 姉が 赴た る プレス •ア 
ツジ シエ ー シ ヨン (P. A.) の 理事で ゐ つた サミ ユル •スト I リ！ が 統率す る 所*」 なつて 居る が、 英网の 
自治領、 植民地 等に 侮るべからざる 勢力が ぁ 6、 英 阔化府 ょり 補助金を 受けつつ ぁる ごもを はれて 居 
る〇化 つて 夕 かじ お网的 なを 彩が 濃厚で ぁつて、 第ー ホ 大戰中 じ 於け る 其の 活動は 目覺 ましく、 巧が 
同 邸 通信社の 如き も 同社と 相互 的な 殖信巧 おを 巧つ て 居る ので ぁる 0 

斯くて猶太人じ化つて創められた^^1ター通信社は英國の諸新聞じ ニユ 1スを提供しつつぁるが、 
'英國 の 新聞 界は 大別して ホの 一二 大グ 八— プじ みける こごが お ホる 0 ' 

アツ ソン ユ I テ ド® (.Associated ^Newspaper ツ Limited.) 

ロザミア 卿を 總帥 とし デ イリ ー •メ ー处 、イゲ ニン グ •ニ ユ I ス 、サン プ ー •ディスパッチ、 其の 他户 八、 
グブ ムス ビ I 、 ブ リスト 八、 スウ* ンシ ー 等 じ 於け る 地方 巧 力 紙を 機關 ごして なして 居る 〇 ホの デイ 
リ I •メー ルは 一八 九 六 年の 剝刊じ 係り、々 や 發巧部 數こ百 お 部を おして 居 b 其の 後援 あ して 猶太 
人たるロ ス チャイ 八ドがじ船成をサ 1 ジ"'ン《ェ ラー マ ン (密" Ellgsan ) が昭じ上つてゐる〇 

アラ イド 社 (A 己 ied Newspapers、 Limited」 

ベリー 兄弟 ( Berr 》 Brothers )、 カム ロー ズ卿 (Lord oamrose )、 ケム スリー 卿 (Loni Ke 吕を y ) 等の 

支配 じ 化む テ イブ 1 •テン ク ラフ、 モ I ニンク •ホスト、 マン チェ スター •ボ I ディアン、 デ イリ ■ — • 
ディスパッチ、 アス レティ ツク •一ー ユ 1 ス、 サン デ— •クロ-ー ク少、 スポ） ティング •クロ' ニクル、 ェム パイ 

ア， ニ ユ ース、 フ-ナ ン シ ア 火^タイ ム ス等の槐關新閒を所ホし》 現在では がろ前記 ア ツ ツ シ ェ ーブド 

— ~ • 

■ 二 - き 己； - -1 1 1- 


社を 凌ぐ 勢力が ある 〇而 してを の デイブ ー •ブン グラフ 紙は 發 巧部數 ぶ 十 お 部 じがび、 一八 おお 年の 
剣刊で、猶太入ジ 3セ フ《モーゼ ス》レゲ， (Joseph 客を巧 LevjO ’こ其の子バ ーナ ム 卿 (Lord Burnham) 
卽ち エ ド ワ ，ド • ン ゲィ' • ロ ー ソ ン . (星ちがを Levy Llawssl ) ど じ化 つ て大がされ、 其の後 ベ リー家じ 
謀 渡され わ。 

然し 乍ら 之を なて ロー ソン 家は デ イリ ー •テレグラフ 紙から を然關 係を 絶つ た譯 ではな < 、ベリ ー 
家 ご 極めて 密接で あつて、 イ ー •ユフ *0 1 ソン 大佐は 同紙の 支配人で わ b 、 且 前記 ヶム スリ ー 卿の 息 
デニス •ベリ ー 百 ennis Berry ) は ライ オネ八 •ド •ロス チ ャイ 八 ド 男爵の 娘 ミ 結婚して 居 b 、 斯くて ぺ 
1 夕 I •ア^ダー グ博 十は 「么 こを 愚 も 反 獨的宜 親 猶太 的な 新 問で ある 」 VJ 指摘して ゐる 〇 ( 託 二) 

プ 。ゲ —ンシ アグ 社 (wrovinckl Ne 马さ apers- Li 吕 ite。.) 

サ i 户 1 バ 1 卜 •グロ トリ アン (sir ■田 erbert orotrian) の 指揮 下 じ-ー ユ I ス •クロ. ニク 八、 スター、 
其の 他 化 部 イングランド、 スコットランド 等 じ 於け るを 種の 地方 新聞を 發 巧して 居る 〇 ニ ユ I ス •クロ 
ニク^ 紙は 自由 黨系 ごして 一八 四 六 年 じを 刊 され、 百 五十 巧 部を 發巧 しつつ あり、 グ〇 トリ アンを 社 
良 ごして 專ら ナチ スの排 御 太 歧巧じ 攻繫の 矢を 放つ て 居る 〇故じ 或は 猶太 系 VJ の 評 も ある 0 

な 上が 巧 岡渐間 ホの S 大グ八 1 プ であるが、 化な じ ォーダ ムス •プレス (odhamm Pre 担) のな 巧を 
見逃す こどは 出 ホない 〇卽ち 之は 正 じフア ー ン - — ストの 猶太 人 じして 上院議員 たみ サウスウッド 男 
爵 (Lord を uthwood) のま 配す る もので あ b、 日刊紙 デ イリ ー •ヘラ 瓜 ドの 外、 ピ ープ少 、スポ I ティ 
ング •ライフ、 イラ ストン 1 ブ ド、 ジョン •ブ 八、 スケッチ、 タブ トラ 1、 バイス タンダ 1 等 幾夕の 週刊 

紙を もを 巧して 居る 0 


右の ディリ I •ヘラ^ドは 一九 一二 年 じ剌刊 され、 巧 働黨の 機械 紙 w して 今や' 發巧 部数は 五十な 部 
.じ 及び ユ ー •ィー スター マン. が 外 巧 問題 通信 部の 部長 VJ なつて 居る 0 - 

尤も 猶太ん 侧 では 「政治 側 勢力を あする もの ど 云 ひ稱る 唯一の 巧 聞は デ イリ ー •ヘラ^ド のみで あつ 
て、 而も 其の 政策は 巧 働 紐を を 講じ 化つ て 支配され て 居る 〇 化の グル I プじ魄 する 化；© 化の 新聞 中 じ 
はピ ー プ^、 スポ ー ティング •ライフ 巧び 大衆の 又は 一 厨离級 G る 教夕の 週刊紙が あ b 、 大衆 的な 週 巧 
紙， として 殷も蒂 名の ものは ジョン •ブ^で あり、 鳥 級な 週刊紙と しては タブ トラ ー、 スヶブ チ、 がじバ 
イス タンダ ー が あ 6、 之 等の ものは 社を の 趣 化じ投 ずる ものであるが、 をの 患 見を 形成 するどる ふこ 
とは 出 ホない」 ど 巧 辯して ゐ る。 (注 15 

兎 まれ ォ ー ダ ムス •プレスの 一 脚は 最も 猶太 系のを 彩が 强 く、 がの 巧 後 じは 御 太人サ ー •ジョン •エ 
ラ ー マンの 助力が あつ わ 誘で あり、 エラー マン 家现當 まも 化然赞 樵を 握つ て 居る もの ど 觀られ やぅ 0 
おの 化猶义 系の 新聞 ごして はビ ー ゲ r ブ八 ック卿 (Lord Beaverbr 8 ちの ま 配を 受け、 嘗て 網 太 人 
ァ ー 作-ディ ’，ブ 少，メ ン フ ム ル ド を 口. Seinfeld ) をま筆がび社長-/」して 一 九〇〇年發刊された 
デ ィリ ー •ユ * ス プンス が あ 6、 而も ビ I ゲ 7 1 ブ^ック 卿 ど 猶太 人メ八 ヶット 男爵 どの 深き 關 係を お 
摘す る おも あら、 を じ 一八と と 年 じ 創刊され、 涧太 人の ォス トラ ー 巧 ホ (Qstrer bro を さ S ) じがつ て 率 
ゐられ てゐる 所の 日 幡新關 サン デー •レフ ユブ— が ある 0. 

之を おする じ 猶太 人は 巧 削が じ 於け る數 力の 傲々 たる こ ミを 强 調しつ^ ある 如くで あるが、 新閒事 
楽の 死 巧の 問題は 一 じ 其の 糜 み收乂 のぞ 寡 じょる もので ぁ 6、 而も 斯 かる 廣吿は 多く 猶义 商人の 化赖 
する 所の もの ど すれげ、 常が 新酣ホ じは 見 そざる 勢力の がする こどもが 宵し 時る ど 主張す る 者 も ある 0 


例へ ば. へ ー タ ー •ァ八 ダ ー グ博 ± は、 嘗て 口ず''、‘ ァ 卿が 其の ま宰 する ディリ ー •メ I グを反 猶太 主義を 
標榜し つ、 あつた ォ スヮ^ド •モズ レ ー 卿の 運動 じ 提供し やう W 試みた が、 幾何 もな < して 猶太 人の 
廣吿 依頼が 敬 減した 巧、 終 じがのを を觀 した 事 實を巧 摘して 居る 0 ‘ 

(註 一〕 國際 'パソフ レット 巧 倍 (巧 一〇 五阳 班〕 、 

(S 一一) 巧を 巧 Aldag" J&en Behgrschen England. 

( 注 三 5 望 neysalio ヴ "旨 e お 与 sofBritain. 

よ、 結 言 

な 卜英网 の 化 巧 庭び 紹濟 ホ じ 就いて 網 太 人の 勢力を 窺つ たので あるが、 英 岡の 猶太 人は 米 國の夫 じ 
比して 其の 數遙 かじ々 なきが 如ぐ であるけれ f も、 巧の 勢力 じ 至つ ては 塞 も ホ 网の御 太 人 じ 劣らざる 
ものが あり、 巧し ホれ 英 岡ょり 祈 太 人を 縣逐 すると すれば 英 巧は 自ら 破を じ銜 し、 をぐ を冀 たる 网艺 
化し まるで あらう 〇巧 くて こを 巧 岡は 猶太 人 じと つての 巧み 必 持ょ き瑞 ホ，/」 も 云 はれる ので あつて、 
現巧じめて政巧じめてお菊的な納太人は'^1バート-サミュユ ルであり、 經濟がじ於て中必的な猶太人 

は グィ クタ ー •ロス チ ャイグ ドで ある ど 云へ やう 〇 

然る じ パレスタィン 問題を 一 契機 どして 英 願の 信聲 漸く 御 太 人ょり 離れん， こしつつ ある 爲 、英网 は 
巧て ょり 世 おを 御 太 人 じ おしてが 然 おつて 闕籍を 巧へ るの 寬 をの 度を 示さん ごず るの 舉じ 巧で、 或は 
又 米 岡の が 太 人す ら吸收 する であらう くの 晦も巧 はれ、 ホ网义 がの お 策 じ 腐 也しつつ ある どを はれて 
居た ので あるが、 今 巧の 大戰 を々 酣 どなる じ 反んで、 がつ て 英阅化 化 猶太 人の ホ 岡へ 流出す る お相當 


あるが 如く じ 傅 へられて 居る 0 

あして 然 らば 倫 致 A レ尙國 際々 融巿 場の 王座を 占む るら、 欧洲 大 戰後顯 をと な b つつ あつた 英网 資本 
ま 義の调 を 的 傾向は 愈々 なに 巧の 確實 性が 裏書され る もの ど 云 ひ 得 やぅ 0 I 
寒に 御 太 人は 人 補 的、 京 敎的乃 まは 經濟の U 種々 の 理由 じより 樓 斥され て 居り、 就中 其の 選民思想よ 
b ホる 他 民族 VJ の 差別 觀を 及び 疎隔は 災を 招く 所大 でぁち、 なじ 猶太 人 問題が 發 生した ゎけで ある 0- 
幸に も 巧 岡は 之 等 猶太 人じ對 しては をく 白紙の 歷 あを 持つ もので あつて、 彼等を あ 害した る こごな 
く、 义 彼等よ b 壓 あを 受けし こどもな く、 おじ H 證戰 ずの 成功を 可能なら しめたる 巧 外 憤は が 育の 猶 
太が 脚 クーン •ロ ユブ商 巧の 社長 ヤコブ •ヘン 91 •シフ じ 化つ て 引 巧 けられて 居る ので ある 0 

然し 乍ら 滿測事 變じ次 支那 事 鍵は 終 じ我國 をして 猶太 人 問題の 認識を 高む る じ ま 6、 昨年 二月 二 
十 S 日の ジュ ーィ "シュ •クロニク^の 報ずる 所 じ 化れば、 上が じ 殺到した 猶太 避難民は 一昨年 度 じ 於て 
旣じ一 萬と 千 名を 突破して 居る ので あつて、 適宜の 巧 策を 講ずる こどが 必要 ご U つ わ 0 

マー チンは 御 太 人の 勢力は 到底 之を 根絶し 得る ものでは なく、 依つ て 猶太 人、 非 猶太 人の 雙 方が 反 
堪 、なて を理 何な 解かを 巧 ふべ しと 述べて 居る 〇 勿論、 御 太 人の 全部が ンャィ n ， ク ではなく、 义總 てが 
反抗ので もない ので あつて、 口 じ 自由 率 等を 提哨 ずる 歐义じ 於て な 猶ホ述 職の がする は奇觀 でぁり、 
日本は 何處 まで も 日本， としての 確固たる 態度を なて をに なむ こごが 肝耍 であらぅ 0 
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